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10月13日　収
穫の秋に児童が

稲刈り（貴生川
小学校） 

〔関連記事は2
0ページ〕 

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を 
  並べてできる「あい こうか」から名付けています。 
  市民憲章とともに皆さんに親しまれる広報誌をめざします。 

平成17年度甲賀市決算 ～

子育て支援 ・  
～甲賀市ファミリーサポートセンター～  

住民基本台帳の閲覧制度が変わります  

◎地域のひろば ・  

・ミュージカル「甲賀のさすけ」 

・10時間（5時間）耐久リレーマラソン大会 

・信楽陶器まつり2006　　　　など 

◎情報のまど ～  

こうかの風景「レンガ造りのトンネル（水口町）」  
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登
場
人
物
の
紹
介
 

決
算
の
達
人
 

広
報
担
当
 

 
た
〜
ち
ゃ
ん
 

半
年
ぶ
り
の
登
場
、
そ
ろ

そ
ろ
皆
さ
ん
覚
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
？
 

日
夜
、
分
か
り
や
す
い
広

報
を
目
指
し
奮
闘
中
、
し

か
し
数
字
は
‥
‥
 

初
代
市
長
と
し
て
「
あ
い

こ
う
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
市
政
を
運
営
 

甲
賀
市
長
た
け
ち
ゃ
ん
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
、
ご
ぶ
さ
た

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
決
算
の
こ
と
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
ま
す
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

達
人
　
今
回
も
出
会
え
て
う
れ
し
な
、
何

で
も
質
問
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
ん
で

す
け
ど
、
甲
賀
市
と
し
て
の
1
年
間
の

決
算
は
今
回
が
初
め
て
っ
て
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
 

達
人
　
そ
う
、
甲
賀
市
は
平
成
16
年
10

月
に
誕
生
し
て
い
る
か
ら
平
成
16
年
度

の
甲
賀
市
は
半
年
間
だ
か
ら
ね
、
実
質

今
回
が
初
め
て
の
決
算
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
ね
。
 

　
　
じ
ゃ
あ
グ
ラ
フ
を
見
て
く
れ
る
か
な
、

歳
入
、
歳
出
と
も
に
科
目
ご
と
に
ま
と

め
て
み
た
よ
。
ち
な
み
に
16
年
度
は
上

半
期
の
旧
5
町
と
下
半
期
の
甲
賀
市
の

分
を
合
計
し
た
も
の
だ
か
ら
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
ふ
む
ふ
む
、
16
年
度
と
比

べ
て
歳
出
の
金
額
の
増
減
が
大
き
い
科

目
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
な
ん
で
す
か
。
 

達
人
　
こ
れ
は
一
言
で
い
う
と
大
き
な
建

設
事
業
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
そ
う
な
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
そ

の
あ
た
り
も
含
め
て
17
年
度
の
特
色
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

達
人
　
う
っ
、
結
構
突
っ
込
ん
で
き
た
ね
、

じ
ゃ
あ
こ
の
へ
ん
は
直
接
聞
い
た
ほ
う

が
い
い
か
な
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
う
ん
？
直
接
っ
て
？
 

 市
長
　
た
〜
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
よ

ろ
し
く
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
あ
っ
、
市
長
こ
ん
に
ち
は
、

今
日
は
17
年
度
の
決
算
の
こ
と
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
る
ん
で
す
け
ど
、

17
年
度
の
特
色
や
主
な
事
業
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
。
 

市
長
　
17
年
度
は
ね
、
ま
ず
は
、「
み
ん

な
が
つ
く
る
『
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
』
」
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
い
ろ
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ

よ
。
福
祉
医
療
給
付
事
業
、
小
中
学
校

の
耐
震
補
強
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

等
教
育
施
設
の
充
実
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
等
の
防
災
対
策
、

道
路
整
備
等
、
地
域
に
身
近
な
施
策
に

力
を
い
れ
た
よ
。
詳
し
く
は
次
の
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
た
か
ら
そ
れ
を
見
て
く
れ

る
か
な
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
こ
う
し
て
み
る
と
い
ろ
ん

な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

す
ご
い
金
額
な
ん
で
す
ね
。
 

達
人
　
そ
う
だ
ね
、
国
も
県
も
も
ち
ろ
ん

市
も
厳
し
い
財
政
状
況
だ
か
ら
、
限
り

あ
る
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
を
い
か
に

有
効
に
使
う
か
が
重
要
っ
て
こ
と
だ
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
達
人
、
市
長
、
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
 

甲賀市決算 

　
　
　
成
17
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
 

　
　
　
公
表
し
ま
す
。
 

こ
の
1
年
間
に
甲
賀
市
で
は
住
み
よ
い
 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
様
々
な
事
業
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

数
字
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
 

平
 

※
グ
ラ
フ
、表
中
の
16
年
度
の
金
額
は
旧
5
町（
上
半
期
）と
甲
賀
市（
下
半
期
）の
合
算
金
額
で
す
 

7,346,857
5,477,748

7,539,870
7,877,445

4,359,579
4,097,126

3,058,600
2,058,486

4,105,493
5,116,445

1,521,629
1,507,854 

5,040,784
7,601,237

5,793,548
4,012,688

1,366,574
953,743

12,500,165
11,896,391

2,812,341
2,937,503

6,402,360
6,664,802

2,516,847
2,852,608

2,626,328 
2,113,711

1,683,451
1,186,430

4,557,916
1,803,306

4,415,573
1,786,188

5,527,300
6,452,900

1,178,218
1,921,614 

市税 

地方譲与税 
県税交付金他 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 

繰入金 

諸収入 

市債 

その他 

総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

平成17年度 
平成16年度 

平成17年度 
平成16年度 土木費 
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教育費 

公債費 

その他 

2,000,0000
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6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000 千円 
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6,000,000

7,000,000

8,000,000 千円 
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402億1,922万円7千円 387億277万2千円 

（31.1%） （14.1%）  

（20.4%）  

（10.6%）  

（5.3%）  

（13.2%）  

（3.9%）  

（19.6%）  

（10.4%）  

（2.5%）  

（7.3%） 

（16.6%） 

（7.1%） 

（5.3%） 

（2.9%） 

（4.5%） 

（4.4%） 

（16.0%） 

（4.8%） 

（　）内は平成
17年度の割合 

（　）内は平成
17年度の割合 

歳入決算額 歳出決算額 
17 年度 16 年度 17 年度 16 年度 

特 　 

別 　 

会 　 

計 

国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健 医 療  
介 護 保 険
公 共 下 水 道 事 業  
農 業 集 落 排 水 事 業  
土 地 取 得 事 業  
野洲川基幹水利施設管理事業 
分 譲 住 宅 団 地 建 設 事 業  
鉄 道 経 営 安 定 対 策 基 金  
鉄 道 施 設 整 備 基 金  
国 民 健 康 保 険 診 療 所  

小 計  　 

企業 

会計 

病 院 事 業
水 道 事 業

小 計  　 
合　　　　　　　　　　計 

単位：千円 
特別会計・公営企業会計決算 

※
企
業
会
計
の
決
算
額
は
、「
収
益
的
収
入
・
支
出
」
と
 

　
「
資
本
的
収
入
・
支
出
」
の
合
算
 

広報あいこうか2006.11.1 2広報あいこうか 2006.11.13



甲
賀
市
決
算
 

甲
賀
市
決
算
 

平成 

17
年度 

平成 

17
年度 

甲
賀
市
決
算
 

登
場
人
物
の
紹
介
 

決
算
の
達
人
 

広
報
担
当
 

 
た
〜
ち
ゃ
ん
 

半
年
ぶ
り
の
登
場
、
そ
ろ

そ
ろ
皆
さ
ん
覚
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
？
 

日
夜
、
分
か
り
や
す
い
広

報
を
目
指
し
奮
闘
中
、
し

か
し
数
字
は
‥
‥
 

初
代
市
長
と
し
て
「
あ
い

こ
う
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
市
政
を
運
営
 

甲
賀
市
長
た
け
ち
ゃ
ん
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
、
ご
ぶ
さ
た

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
決
算
の
こ
と
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
ま
す
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

達
人
　
今
回
も
出
会
え
て
う
れ
し
な
、
何

で
も
質
問
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
ん
で

す
け
ど
、
甲
賀
市
と
し
て
の
1
年
間
の

決
算
は
今
回
が
初
め
て
っ
て
い
う
こ
と

で
す
よ
ね
。
 

達
人
　
そ
う
、
甲
賀
市
は
平
成
16
年
10

月
に
誕
生
し
て
い
る
か
ら
平
成
16
年
度

の
甲
賀
市
は
半
年
間
だ
か
ら
ね
、
実
質

今
回
が
初
め
て
の
決
算
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
ね
。
 

　
　
じ
ゃ
あ
グ
ラ
フ
を
見
て
く
れ
る
か
な
、

歳
入
、
歳
出
と
も
に
科
目
ご
と
に
ま
と

め
て
み
た
よ
。
ち
な
み
に
16
年
度
は
上

半
期
の
旧
5
町
と
下
半
期
の
甲
賀
市
の

分
を
合
計
し
た
も
の
だ
か
ら
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
ふ
む
ふ
む
、
16
年
度
と
比

べ
て
歳
出
の
金
額
の
増
減
が
大
き
い
科

目
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
ど
う
い

う
こ
と
な
ん
で
す
か
。
 

達
人
　
こ
れ
は
一
言
で
い
う
と
大
き
な
建

設
事
業
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
そ
う
な
ん
だ
、
じ
ゃ
あ
そ

の
あ
た
り
も
含
め
て
17
年
度
の
特
色
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

達
人
　
う
っ
、
結
構
突
っ
込
ん
で
き
た
ね
、

じ
ゃ
あ
こ
の
へ
ん
は
直
接
聞
い
た
ほ
う

が
い
い
か
な
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
う
ん
？
直
接
っ
て
？
 

 市
長
　
た
〜
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
、
よ

ろ
し
く
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
あ
っ
、
市
長
こ
ん
に
ち
は
、

今
日
は
17
年
度
の
決
算
の
こ
と
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
る
ん
で
す
け
ど
、

17
年
度
の
特
色
や
主
な
事
業
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
。
 

市
長
　
17
年
度
は
ね
、
ま
ず
は
、「
み
ん

な
が
つ
く
る
『
住
み
よ
さ
と
活
気
あ
ふ

れ
る
ま
ち
』
」
の
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
い
ろ
ん
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ

よ
。
福
祉
医
療
給
付
事
業
、
小
中
学
校

の
耐
震
補
強
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

等
教
育
施
設
の
充
実
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
等
の
防
災
対
策
、

道
路
整
備
等
、
地
域
に
身
近
な
施
策
に

力
を
い
れ
た
よ
。
詳
し
く
は
次
の
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
た
か
ら
そ
れ
を
見
て
く
れ

る
か
な
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
こ
う
し
て
み
る
と
い
ろ
ん

な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

す
ご
い
金
額
な
ん
で
す
ね
。
 

達
人
　
そ
う
だ
ね
、
国
も
県
も
も
ち
ろ
ん

市
も
厳
し
い
財
政
状
況
だ
か
ら
、
限
り

あ
る
皆
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
を
い
か
に

有
効
に
使
う
か
が
重
要
っ
て
こ
と
だ
ね
。
 

た
〜
ち
ゃ
ん
　
達
人
、
市
長
、
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
 

甲賀市決算 

　
　
　
成
17
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
 

　
　
　
公
表
し
ま
す
。
 

こ
の
1
年
間
に
甲
賀
市
で
は
住
み
よ
い
 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
様
々
な
事
業
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

数
字
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
 

平
 

※
グ
ラ
フ
、表
中
の
16
年
度
の
金
額
は
旧
5
町（
上
半
期
）と
甲
賀
市（
下
半
期
）の
合
算
金
額
で
す
 

7,346,857
5,477,748

7,539,870
7,877,445

4,359,579
4,097,126

3,058,600
2,058,486

4,105,493
5,116,445

1,521,629
1,507,854 

5,040,784
7,601,237

5,793,548
4,012,688

1,366,574
953,743

12,500,165
11,896,391

2,812,341
2,937,503

6,402,360
6,664,802

2,516,847
2,852,608

2,626,328 
2,113,711

1,683,451
1,186,430

4,557,916
1,803,306

4,415,573
1,786,188

5,527,300
6,452,900

1,178,218
1,921,614 

市税 

地方譲与税 
県税交付金他 

地方交付税 

国庫支出金 

県支出金 

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 

繰入金 

諸収入 

市債 

その他 

総務費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

平成17年度 
平成16年度 

平成17年度 
平成16年度 土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

その他 

2,000,0000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000 千円 

1,000,0000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000 千円 

一般会計歳出決算 一般会計歳入決算 

問
い
合
わ
せ
 

財
政
課
　
財
政
係
 

　
1
　
6
5
│

0
6
7
6
 

F
A
X
6
3
│

4
5
6
1

402億1,922万円7千円 387億277万2千円 

（31.1%） （14.1%）  

（20.4%）  

（10.6%）  

（5.3%）  

（13.2%）  

（3.9%）  

（19.6%）  

（10.4%）  

（2.5%）  

（7.3%） 

（16.6%） 

（7.1%） 

（5.3%） 

（2.9%） 

（4.5%） 

（4.4%） 

（16.0%） 

（4.8%） 

（　）内は平成
17年度の割合 

（　）内は平成
17年度の割合 

歳入決算額 歳出決算額 
17 年度 16 年度 17 年度 16 年度 

特 　 

別 　 

会 　 

計 

国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健 医 療  
介 護 保 険
公 共 下 水 道 事 業  
農 業 集 落 排 水 事 業  
土 地 取 得 事 業  
野洲川基幹水利施設管理事業 
分 譲 住 宅 団 地 建 設 事 業  
鉄 道 経 営 安 定 対 策 基 金  
鉄 道 施 設 整 備 基 金  
国 民 健 康 保 険 診 療 所  

小 計  　 

企業 

会計 

病 院 事 業
水 道 事 業

小 計  　 
合　　　　　　　　　　計 

単位：千円 
特別会計・公営企業会計決算 

※
企
業
会
計
の
決
算
額
は
、「
収
益
的
収
入
・
支
出
」
と
 

　
「
資
本
的
収
入
・
支
出
」
の
合
算
 

広報あいこうか2006.11.1 2広報あいこうか 2006.11.13



平成 

17
年度 

◎貴生川小学校校舎改築事業（236，400千円） 

◎小原小学校校舎改築事業（283，098千円） 

◎水口中学校耐震補強・大規模改造事業（725，915千円） 

◎社会体育施設整備事業（844，190千円） 
土山体育館の建設、甲賀B＆G海洋センターの改修等を行いました。 

◎給食センター建設事業（1，277，368千円） 

東部学校給食センターの建設を行いました。 

住民が参画する 
連携・交流の盛んな 
まちづくり 
◎宇川会館新築事業（147,411千円） 

◎地域施設整備事業（61,543千円） 

宝くじ助成金を受けて新しく完成した杉谷公民館（右）と 
野尻公民館（下）（甲南町） 

安全で快適に暮らせる 
住みよいまちづくり 
◎ゴミ収集事業（889,549千円） 
家庭から出されるごみの分別収集と処分を行いました。  

◎防災施設基盤整備事業（251,151千円） 
防災コミュニティセンターの建設、防火水槽の設置
等を行いました。 
 

上：市職員による非常招集訓練 
下：甲南町希望ケ丘に完成した防災コミュニ 
　　ティセンター 
左：甲賀郡消防本部と市消防団との合同訓練 
 

地域が一体となって支えあう 
健康・福祉のまちづくり 
◎福祉医療給付事業（575,127千円） 
健康と福祉の増進のため、各種医療費の助成を行いまし
た。また乳幼児の医療費の無料化を図りました。 
 

◎地域子育て支援センター事業（31,096千円） 
地域での子育てに関する相談指導、講演会、講座を開設
し子育ての支援を行いました。 
 

◎放課後児童クラブ支援事業（33,398千円） 
児童の健全な育成を図るため、放課後の集団生活の場と
して学童保育所を運営しました。 

◎農村振興総合整備事業（157，287千円） 
農業用用水路、農村公園、緑化施設等の整備を行
いました。  

◎林道整備事業（145，271千円） 

地域の個性を活かし、 
たくましい産業が育つ 
まちづくり 
 

◎コミュニティバス運行事業（300，885千円） 

◎道路新設改良事業（637，277千円） 

◎まちづくり交付金事業（1，302，728千円） 
JR甲賀駅駅舎、広芝団地（信楽）等の整備を行いました。 

◎スポーツの森公園整備事業（945，452千円） 

甲賀スタジアムの整備を行いました。 

 

住みやすさと 
交流・活力を創出する 
機能的なまちづくり 

上：より便利になったコミュニティバス 

右上：新しくなったJR甲賀駅の駅舎内に描かれた 
　　　忍者のトリックアート 

右下：今年4月にオープンした甲賀市民スタジアム 

 

いきがいと創造力をはぐくむ 
教育・歴史・文化の 
まちづくり 

みんながつく
る住よさと 

活気あふれる
まちへ 

平成17年
度決算か

ら 
みんながつく

る住よさと 

活気あふれる
まちへ 

まもなく完成する貴生川小学校の新校
舎（上）と小原小学校（右）の新校舎 
 
土山・甲賀・甲南の給食センターを統
合し、甲賀町隠岐に完成した東部学校
給食センター（右） 

安心・安全の
まちへ 

安心・安全の
まちへ 

誰もが住みや
すいまちへ 

誰もが住みや
すいまちへ 

子どもたちが
健やかに 

　　　　　育
つ環境づくり

 子どもたちが
健やかに 

　　　　　育
つ環境づくり

 

平成17年
度決算か

ら 

鮎河小学校での給食風景 

多羅尾小学校のオペレッタ発表会 

広報あいこうか2006.11.1 4広報あいこうか 2006.11.15



平成 

17
年度 

◎貴生川小学校校舎改築事業（236，400千円） 

◎小原小学校校舎改築事業（283，098千円） 

◎水口中学校耐震補強・大規模改造事業（725，915千円） 

◎社会体育施設整備事業（844，190千円） 
土山体育館の建設、甲賀B＆G海洋センターの改修等を行いました。 

◎給食センター建設事業（1，277，368千円） 

東部学校給食センターの建設を行いました。 

住民が参画する 
連携・交流の盛んな 
まちづくり 
◎宇川会館新築事業（147,411千円） 

◎地域施設整備事業（61,543千円） 

宝くじ助成金を受けて新しく完成した杉谷公民館（右）と 
野尻公民館（下）（甲南町） 

安全で快適に暮らせる 
住みよいまちづくり 
◎ゴミ収集事業（889,549千円） 
家庭から出されるごみの分別収集と処分を行いました。  

◎防災施設基盤整備事業（251,151千円） 
防災コミュニティセンターの建設、防火水槽の設置
等を行いました。 
 

上：市職員による非常招集訓練 
下：甲南町希望ケ丘に完成した防災コミュニ 
　　ティセンター 
左：甲賀郡消防本部と市消防団との合同訓練 
 

地域が一体となって支えあう 
健康・福祉のまちづくり 
◎福祉医療給付事業（575,127千円） 
健康と福祉の増進のため、各種医療費の助成を行いまし
た。また乳幼児の医療費の無料化を図りました。 
 

◎地域子育て支援センター事業（31,096千円） 
地域での子育てに関する相談指導、講演会、講座を開設
し子育ての支援を行いました。 
 

◎放課後児童クラブ支援事業（33,398千円） 
児童の健全な育成を図るため、放課後の集団生活の場と
して学童保育所を運営しました。 

◎農村振興総合整備事業（157，287千円） 
農業用用水路、農村公園、緑化施設等の整備を行
いました。  

◎林道整備事業（145，271千円） 

地域の個性を活かし、 
たくましい産業が育つ 
まちづくり 
 

◎コミュニティバス運行事業（300，885千円） 

◎道路新設改良事業（637，277千円） 

◎まちづくり交付金事業（1，302，728千円） 
JR甲賀駅駅舎、広芝団地（信楽）等の整備を行いました。 

◎スポーツの森公園整備事業（945，452千円） 

甲賀スタジアムの整備を行いました。 

 

住みやすさと 
交流・活力を創出する 
機能的なまちづくり 

上：より便利になったコミュニティバス 

右上：新しくなったJR甲賀駅の駅舎内に描かれた 
　　　忍者のトリックアート 

右下：今年4月にオープンした甲賀市民スタジアム 

 

いきがいと創造力をはぐくむ 
教育・歴史・文化の 
まちづくり 

みんながつく
る住よさと 

活気あふれる
まちへ 

平成17年
度決算か

ら 
みんながつく

る住よさと 

活気あふれる
まちへ 

まもなく完成する貴生川小学校の新校
舎（上）と小原小学校（右）の新校舎 
 
土山・甲賀・甲南の給食センターを統
合し、甲賀町隠岐に完成した東部学校
給食センター（右） 

安心・安全の
まちへ 

安心・安全の
まちへ 

誰もが住みや
すいまちへ 

誰もが住みや
すいまちへ 

子どもたちが
健やかに 

　　　　　育
つ環境づくり

 子どもたちが
健やかに 

　　　　　育
つ環境づくり

 

平成17年
度決算か

ら 

鮎河小学校での給食風景 

多羅尾小学校のオペレッタ発表会 
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?

?
?

?
利　用　区　分 金　　　額 

月曜日～金曜日 

土曜日、日曜日、祝日 

基本時間 
（7：00～19：00） 

基本時間外 

1時間当たり 700円 

1時間当たり 800円 

1時間当たり 800円 

11月7日（火）
 10：00～12：00 信楽支所1階ロビー 

 13：30～15：30 甲南支所住民サロン 

11月8日（水）
 10：00～12：00 甲賀支所第2相談室 

 13：30～15：30 土山支所1階ロビー 

場　所 時　間 場　　所 

どんな人が会員になるの？ 
＊おねがい会員 
市内在住で子育て（0歳から小学校6年生）
を手伝ってほしい方 
＊まかせて会員 
　市内在住在勤で子育てのお手伝いのできる方 
＊どっちも会員 
　お願い会員とまかせて会員を兼ねられる方 
 
どんなときお願いできるの？ 
＊保育園・幼稚園のお迎えに間に会わない。 
＊放課後や児童クラブ終了後預かってほしい。 
＊冠婚葬祭や急な用事で子どもを連れて行けない。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など 
利用料金は？ 

登録の方法は？ 
甲賀市ファミリーサポートセンター（水口
社会福祉センター2F　甲賀市社会福祉協
議会内）で登録します。 

・事前に電話で予約をしてください。 
・写真2枚（4cm×3cm）、印鑑をご持参ください。 
・おねがい会員は対象の子どもさんと一緒にお越し
ください。 

※登録に必要な書類は、甲賀市ファミリーサポート
センター、各地域福祉活動センター（社協）、各
地域子育て支援センター、各支所総合窓口課、児
童福祉課にあります。 

※下記の日程に限り支所でも登録できます。（予約不要） 
登録・問い合わせ 
 甲賀市ファミリーサポートセンター 
　　　　　　（甲賀市社会福祉協議会内） 
 1 62-8085　FAX 63-2021 

〔子育て支援に関すること〕 
　児童福祉課　 1 65-0705・65-0706 
　　　　　　　FAX 63-4085

援助を受けた日、おねがい会員がまかせて
会員に直接支払います。 

問
い
合
わ
せ
 
児
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
 

そ
も
そ
も
児
童
虐
待
と
は
？
 

　
「
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
…
…
」
と
し
て
も
、
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
そ
れ
は
「
虐
待
」
で
す
。
 

虐
待
に
は
、
次
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

●
心
理
的
虐
待
 

　
「
生
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

「
バ
カ
で
ダ
メ
な
子
だ
」
な
ど

と
否
定
や
拒
否
の
言
葉
を
繰
り

返
す
、
無
視
す
る
、
兄
弟
で
差

別
す
る
、
子
ど
も
の
前
で
行
わ

れ
る
D
V
（
配
偶
者
へ
の
家
庭

内
暴
力
）
な
ど
。
 

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
 

　
迷
わ
ず
連
絡（
相
談
）し
ま
し
ょ
う
 

　
虐
待
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
の
で
、
も
し

や
と
い
う
疑
い
を
感
じ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
 

　
甲
賀
市
で
は
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
け
、
家
庭
相
談
員
が
専
門

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
虐
待
、
非
行
、
い
じ
め
、
交
友
関

係
、
し
つ
け
な
ど
家
庭
や
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切

な
情
報
提
供
、
問
題
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
子
育
て
へ
の
悩
み
や
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
左

記
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
り
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

●
身
体
的
虐
待
 

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し

め
る
、
や
け
ど
・
骨
折
を
さ

せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
、
異

物
を
飲
ま
せ
る
、
戸
外
に
し

め
出
す
な
ど
。
 

●
性
的
虐
待
 

　
性
器
な
ど
を
み
せ
る
・
さ
わ

ら
せ
る
・
さ
わ
る
、
性
的
行
為

を
強
要
す
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。
 

●
ネ
グ
レ
ク
ト
 

（
養
育
の
放
棄
ま
た
は
怠
慢
）
 

　
食
べ
物
を
与
え
な
い
、
不

潔
な
ま
ま
で
放
っ
て
お
く
、

病
気
に
な
っ
て
も
受
診
さ
せ

な
い
、
車
や
家
の
中
に
置
き

去
り
に
す
る
な
ど
。
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「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
は
ち
が
い
ま
す
 

　
「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も

が
き
ち
ん
と
し
た
生
活
習
慣
や

人
と
か
か
わ
る
力
、
感
情
や
意

思
を
伝
え
る
力
な
ど
を
持
ち
、

自
立
し
て
い
く
た
め
の
大
ま
か

な
道
筋
を
親
が
示
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
「
し

つ
け
」
に
暴
力
や
暴
言
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
「
虐
待
」

に
な
り
ま
す
。
「
し
つ
け
」
で
「
た

た
く
」
よ
う
に
な
る
と
、
暴
力

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
自
分
の

力
で
は
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

虐
待
。
し
か
し
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
昨
年
度
の
甲
賀
市
家
庭
児
童
相
談
室
に
寄
せ
ら

れ
た
児
童
家
庭
相
談
は
1
9
2
件
、
う
ち
児
童
虐
待
に
関
す
る

相
談
・
通
告
件
数
は
57
件
で
し
た
。
 

　
近
隣
、
知
人
の
方
々
が
児
童
虐
待
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
が
、

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

甲賀市 

ファミリーサ
ポートセンタ

ー 

地域で子育
てを助け合

う 

会員組織 

＝
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※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ま
た
次
の
機
関
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

◎
滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
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し　つ　け 虐　　　待 

子どもは自分の意見や考え 
を言うことができます。 

子どもは自分の意見や考え 
を言うことができません。 

親は他人からの助言や社会 
的な規範を受け入れます。 

親は他人からの助言を聞こ 
うとしません。 

子どもには 「きちんとしな 
さい」と言います。 

子どもには 「親の言うこと 
を聞け」と言います。 

「しつけ」と「虐待」の違い 

（参考：日本子ども虐待防止研究会発行パンフレット） （参考：日本子ども虐待防止研究会発行パンフレット） 

雲井保育園の園児たち 

　市では10月1日から「甲賀市ファミリーサポート

センター」を開設しています。 

　ファミリーサポートセンターとは、保護者の仕事と

育児の両立支援および児童の福祉の向上を目的とす

る相互援助活動を行う機関です。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
 

活
動
の
流
れ
 

④活動開始「よろしくおねがいします」 
　「はい、おまかせください!」 

⑤活動報告 
　報酬の支払い 
　「ありがとう 
　　ございました」 

①「おねがいします」 
②援助依頼 

⑥「終わりました」 
　　活動報告書の提出 

③まかせて会員紹介 
　します 

アドバイザー 

まかせて会員 
おねがい会員 

■主なサポート内容 
・保育園・幼稚園の開始前または終了後の子どもの預かり 
・冠婚葬祭や急な用事で外出するときの子どもの預かり 
・放課後や児童クラブ終了後の子どもの預かり　など 
■会員の条件 
・援助を受けたい人「おねがい会員」 

市内在住で子育て（小学校6年生まで）のお手伝いをしてほしい人。 
・援助が行える会員「まかせて会員」 

市内在住在勤の20歳以上で援助活動のできる人（資格は問いません） 
・どっちも会員 
　　おねがい会員とまかせて会員を兼ねる人 

登録・受付時間 
月～金曜日　8:30～17:15（祝日は除く） 

　
家
庭
が
生
き
生
き
と
し
た

子
育
て
を
し
、子
ど
も
た
ち
が

明
る
く
健
や
か
に
育
つ
こ
と

は
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
近
年
、仕
事
と
家
庭
の
両
立

や
女
性
の
社
会
進
出
や
、核
家

族
化
が
進
む
中
で
子
育
て
に

係
る
経
済
的
、精
神
的
負
担
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
甲
賀
市
で
は
乳
幼
児
期
か

ら
の
保
育
、一
時
保
育
、
病
後

児
保
育
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
の
育
児
相
談
や
子
育
て

講
座
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
10
月
1
日
か
ら
保
護
者
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
お

よ
び
児
童
の
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
新
た
に
「
甲
賀
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
「
甲
賀
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
活

動
内
容
や
利
用
の
方
法
に
つ

い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

人
と
人
が
支
え
あ
う
優
し
い

ま
ち
、
心
暖
ま
る
ま
ち
は
、こ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

子育てがしんどい時期は、ほんの一瞬かもしれません。 
そんなとき　すこしの手助けがあれば　ピンチが乗り切れたり 
あたたかい気持ちにもどれたり‥‥　がんばろうと思えたりしますよね。 
そして　そんな手助けをしたいと思っている人も　少なくないばず。 
助けたり　助けられたり　　助けられたり　助けたり 
 
　ファミリーサポートセンターはその出会いを 
　お手伝いするところです。 
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利　用　区　分 金　　　額 

月曜日～金曜日 

土曜日、日曜日、祝日 

基本時間 
（7：00～19：00） 

基本時間外 

1時間当たり 700円 

1時間当たり 800円 

1時間当たり 800円 

11月7日（火）
 10：00～12：00 信楽支所1階ロビー 

 13：30～15：30 甲南支所住民サロン 

11月8日（水）
 10：00～12：00 甲賀支所第2相談室 

 13：30～15：30 土山支所1階ロビー 

場　所 時　間 場　　所 

どんな人が会員になるの？ 
＊おねがい会員 
市内在住で子育て（0歳から小学校6年生）
を手伝ってほしい方 
＊まかせて会員 
　市内在住在勤で子育てのお手伝いのできる方 
＊どっちも会員 
　お願い会員とまかせて会員を兼ねられる方 
 
どんなときお願いできるの？ 
＊保育園・幼稚園のお迎えに間に会わない。 
＊放課後や児童クラブ終了後預かってほしい。 
＊冠婚葬祭や急な用事で子どもを連れて行けない。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など 
利用料金は？ 

登録の方法は？ 
甲賀市ファミリーサポートセンター（水口
社会福祉センター2F　甲賀市社会福祉協
議会内）で登録します。 

・事前に電話で予約をしてください。 
・写真2枚（4cm×3cm）、印鑑をご持参ください。 
・おねがい会員は対象の子どもさんと一緒にお越し
ください。 

※登録に必要な書類は、甲賀市ファミリーサポート
センター、各地域福祉活動センター（社協）、各
地域子育て支援センター、各支所総合窓口課、児
童福祉課にあります。 

※下記の日程に限り支所でも登録できます。（予約不要） 
登録・問い合わせ 
 甲賀市ファミリーサポートセンター 
　　　　　　（甲賀市社会福祉協議会内） 
 1 62-8085　FAX 63-2021 

〔子育て支援に関すること〕 
　児童福祉課　 1 65-0705・65-0706 
　　　　　　　FAX 63-4085

援助を受けた日、おねがい会員がまかせて
会員に直接支払います。 

問
い
合
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せ
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 み
ん
な
で
 

児
童
虐
待
を
 

な
く
そ
う
 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
 

そ
も
そ
も
児
童
虐
待
と
は
？
 

　
「
そ
ん
な
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
…
…
」
と
し
て
も
、
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
そ
れ
は
「
虐
待
」
で
す
。
 

虐
待
に
は
、
次
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

●
心
理
的
虐
待
 

　
「
生
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

「
バ
カ
で
ダ
メ
な
子
だ
」
な
ど

と
否
定
や
拒
否
の
言
葉
を
繰
り

返
す
、
無
視
す
る
、
兄
弟
で
差

別
す
る
、
子
ど
も
の
前
で
行
わ

れ
る
D
V
（
配
偶
者
へ
の
家
庭

内
暴
力
）
な
ど
。
 

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
 

　
迷
わ
ず
連
絡（
相
談
）し
ま
し
ょ
う
 

　
虐
待
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
の
で
、
も
し

や
と
い
う
疑
い
を
感
じ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
 

　
甲
賀
市
で
は
家
庭
児
童
相
談
室
を
設
け
、
家
庭
相
談
員
が
専
門

機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
虐
待
、
非
行
、
い
じ
め
、
交
友
関

係
、
し
つ
け
な
ど
家
庭
や
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
適
切

な
情
報
提
供
、
問
題
解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
子
育
て
へ
の
悩
み
や
、
困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
左

記
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
に
関
す
る
秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
り
み
ん
な
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

●
身
体
的
虐
待
 

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し

め
る
、
や
け
ど
・
骨
折
を
さ

せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る
、
異

物
を
飲
ま
せ
る
、
戸
外
に
し

め
出
す
な
ど
。
 

●
性
的
虐
待
 

　
性
器
な
ど
を
み
せ
る
・
さ
わ

ら
せ
る
・
さ
わ
る
、
性
的
行
為

を
強
要
す
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。
 

●
ネ
グ
レ
ク
ト
 

（
養
育
の
放
棄
ま
た
は
怠
慢
）
 

　
食
べ
物
を
与
え
な
い
、
不

潔
な
ま
ま
で
放
っ
て
お
く
、

病
気
に
な
っ
て
も
受
診
さ
せ

な
い
、
車
や
家
の
中
に
置
き

去
り
に
す
る
な
ど
。
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「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
は
ち
が
い
ま
す
 

　
「
し
つ
け
」
と
は
、
子
ど
も

が
き
ち
ん
と
し
た
生
活
習
慣
や

人
と
か
か
わ
る
力
、
感
情
や
意

思
を
伝
え
る
力
な
ど
を
持
ち
、

自
立
し
て
い
く
た
め
の
大
ま
か

な
道
筋
を
親
が
示
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
「
し

つ
け
」
に
暴
力
や
暴
言
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
「
虐
待
」

に
な
り
ま
す
。
「
し
つ
け
」
で
「
た

た
く
」
よ
う
に
な
る
と
、
暴
力

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
自
分
の

力
で
は
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

虐
待
。
し
か
し
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を

断
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ま
せ
ん
。
昨
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の
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賀
市
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児
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に
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る
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・
通
告
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数
は
57
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で
し
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近
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人
の
方
々
が
児
童
虐
待
へ
の
関
心
を
持
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こ
と
が
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児
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待
の
早
期
発
見
、
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に
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す
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し　つ　け 虐　　　待 

子どもは自分の意見や考え 
を言うことができます。 

子どもは自分の意見や考え 
を言うことができません。 

親は他人からの助言や社会 
的な規範を受け入れます。 

親は他人からの助言を聞こ 
うとしません。 

子どもには 「きちんとしな 
さい」と言います。 

子どもには 「親の言うこと 
を聞け」と言います。 

「しつけ」と「虐待」の違い 

（参考：日本子ども虐待防止研究会発行パンフレット） （参考：日本子ども虐待防止研究会発行パンフレット） 

雲井保育園の園児たち 

　市では10月1日から「甲賀市ファミリーサポート

センター」を開設しています。 

　ファミリーサポートセンターとは、保護者の仕事と

育児の両立支援および児童の福祉の向上を目的とす

る相互援助活動を行う機関です。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
 

活
動
の
流
れ
 

④活動開始「よろしくおねがいします」 
　「はい、おまかせください!」 

⑤活動報告 
　報酬の支払い 
　「ありがとう 
　　ございました」 

①「おねがいします」 
②援助依頼 

⑥「終わりました」 
　　活動報告書の提出 

③まかせて会員紹介 
　します 

アドバイザー 

まかせて会員 
おねがい会員 

■主なサポート内容 
・保育園・幼稚園の開始前または終了後の子どもの預かり 
・冠婚葬祭や急な用事で外出するときの子どもの預かり 
・放課後や児童クラブ終了後の子どもの預かり　など 
■会員の条件 
・援助を受けたい人「おねがい会員」 

市内在住で子育て（小学校6年生まで）のお手伝いをしてほしい人。 
・援助が行える会員「まかせて会員」 

市内在住在勤の20歳以上で援助活動のできる人（資格は問いません） 
・どっちも会員 
　　おねがい会員とまかせて会員を兼ねる人 

登録・受付時間 
月～金曜日　8:30～17:15（祝日は除く） 

　
家
庭
が
生
き
生
き
と
し
た

子
育
て
を
し
、子
ど
も
た
ち
が

明
る
く
健
や
か
に
育
つ
こ
と

は
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
近
年
、仕
事
と
家
庭
の
両
立

や
女
性
の
社
会
進
出
や
、核
家

族
化
が
進
む
中
で
子
育
て
に

係
る
経
済
的
、精
神
的
負
担
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
甲
賀
市
で
は
乳
幼
児
期
か

ら
の
保
育
、一
時
保
育
、
病
後

児
保
育
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
の
育
児
相
談
や
子
育
て

講
座
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
10
月
1
日
か
ら
保
護
者
の

仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
お

よ
び
児
童
の
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
新
た
に
「
甲
賀
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
「
甲
賀
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
活

動
内
容
や
利
用
の
方
法
に
つ

い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

人
と
人
が
支
え
あ
う
優
し
い

ま
ち
、
心
暖
ま
る
ま
ち
は
、こ

こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

子育てがしんどい時期は、ほんの一瞬かもしれません。 
そんなとき　すこしの手助けがあれば　ピンチが乗り切れたり 
あたたかい気持ちにもどれたり‥‥　がんばろうと思えたりしますよね。 
そして　そんな手助けをしたいと思っている人も　少なくないばず。 
助けたり　助けられたり　　助けられたり　助けたり 
 
　ファミリーサポートセンターはその出会いを 
　お手伝いするところです。 
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　相談支援事業 
　障がいのある人やその家族等からの様々な相談に応じ、

障がい福祉サービスの利用に必要な情報の提供や助言、

支援を行います。また、専門機関の紹介や権利擁護のた

めの必要な援助を行います。 

〔対象者〕…身体障がい、知的障がい、精神障がいのある

　　　　　 人及びその家族等 

〔相談機関〕 

○身体障がいのある人の相談　　 

　生活支援センターあかつき 
　〒528-0012 甲賀市水口町暁3-44　 165-4641 FAX65-4642 

○知的障がいのある人の相談 

　甲賀地域ネット相談サポートセンター 
　〒520-3216 湖南市若竹町1-6　 175-6920 FAX75-8902 

○精神障がいのある人の相談 

　地域生活支援センターしろやま 
　〒528-0031 甲賀市水口町本町2-2-27 162-8181 FAX 62-8232 

　地域生活支援センターこのゆびとまれ　　 
　〒520-3213 湖南市大池町10-1　 175-8949  FAX 75-8950 

○障がいのある人の生活・就労に関する相談 

　障害者雇用・生活支援センター 
　〒528-0012 甲賀市水口町暁3-44 163-5830 FAX 65-4642

これは障がいのある人が能力や
適性に応じ、自立した日常生活・
社会生活を送ることができるよ
う支援する事業です。今回は相
談支援事業とコミュニケーショ
ン支援事業を紹介します。 

障がいのある人を 
支援します。 

問い合わせ 
　社会福祉課　障害福祉係 
　165－0702　FAX 63－4085

地域生活支援事業(障害者自立支援法)

　コミュニケーション支援事業 
　社会生活においてコミュニケーションを円滑に行える

よう、手話通訳者や要約筆記者を派遣します。 

〔対象者〕……聴覚障がい、言語障がいのある人等 

〔派遣範囲〕…原則として、県内 

〔利用申込先〕…社会福祉課もしくは各支所総合窓口課 

　
市
で
は
現
在
、
社
会
福
祉
法
に
基

づ
き
、
昨
年
度
か
ら
「
甲
賀
市
地
域

福
祉（
活
動
）計
画
」
を
甲
賀
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
と
も
に
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
の
策
定
は
、
人
権

尊
重
を
基
本
に
だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
策
定
の
た
め
に
昨
年
度
実
施
し
た
「
甲

賀
市
民
の
暮
ら
し
と
地
域
福
祉
に
関

す
る
意
識
調
査
」
や
、
今
年
度
に
市

内
27
の
地
域
で
開
催
し
た
「
小
地
域

住
民
懇
談
会
」
を
基
に
同
計
画
の
基

本
理
念
・
基
本
方
針
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
案
に
対
す

る
住
民
の
皆
さ
ん
の
お
考
え
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
く
、
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
 

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

同
計
画
策
定
委
員
会
で
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
終
案
を
決
定
し
ま
す
。
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
 

甲
賀
市
地
域
福
祉（
活
動
）計
画
案
へ
の
 

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
 

■
公
表
日
　
　
11
月
15
日（
水
）
 

■
公
表
方
法
　
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
 

・
社
会
福
祉
課
（
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
）
も

し
く
は
各
支
所
総
合
窓
口
課
で
閲
覧
 

・
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
水

口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
）
も
し
く
は
各
町
地
域

福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
 

■
募
集
期
間
　
11
月
15
日（
水
）
〜
12
月
14
日（
木
）
 

■
応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方
、

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
を
有
す
る
個
人
お
よ
び

法
人
そ
の
他
の
団
体
、
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
方
 

■
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
郵
便
（
締
切
日
必
着
）、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
 

　（
様
式
は
準
備
し
て
い
ま
す
が
、
任
意
で
も
結
構
で
す
）
 

　
※
意
見
の
概
要
と
こ
れ
に
対
す
る
回
答
は
公
表
し
ま
す
が
、
個
々
の
ご

意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
 

　
〒
5
2
8
│

8
5
0
2
 

　
　
　
　
甲
賀
市
水
口
町
水
口
6
0
5
3
番
地
 

　
　
　
　
　
　
甲
賀
市
役
所
　
健
康
福
祉
部
 

　
　
　
　
　
　
社
会
福
祉
課
　
福
祉
政
策
係
 

　
1
6
5
│

0
7
0
0
　
F
A
X
6
3
│

4
0
8
5
 

　
E
メ
ー
ル
　 koka253000＠

city.koka.shiga.jp
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10月診療分から 
国民健康保険高額療養費制度の 
限度額が変わります 

1か月間に医療機関で支払った一部負担金が高額

になった場合には、自己負担の限度額を超えた金

額については高額療養費として国保が負担します。 

高額療養費を受ける場合には、申請が必要ですので、

各支所総合窓口課で申請を行ってください。 

●医療機関の領収書 
●振込を希望する口座番号のわかるもの 
●認印 

※詳しくは、保険年金課または各支所総合窓

口課へお問い合わせください。 

問い合わせ　保険年金課 
　　1　65‐0688 
　  FAX 63‐4582

申請に必要なもの 

 
 

支
給
さ
れ
る
年
金
 

　
「
年
金
」
は
将
来
支
給
さ
れ
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」

以
外
に
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

q
障
害
基
礎
年
金
…
…
不
慮
の
病
気
や
ケ
ガ
が
原
因
で

一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
 

w
遺
族
基
礎
年
金
…
…
不
幸
に
も
妻
と
小
さ
な
子
ど
も

を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
場
合
等
 

※
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
保
険
料
は
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

 
 
免
除
さ
れ
る
保
険
料
 

　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は

一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
」
以
外
に
次
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
 

q
学
生
納
付
特
例
制
度
…
…
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
 

w
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
…
…
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

方
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
 

■
こ
れ
ら
の
免
除
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
草
津
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

R
ま
た
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
や
市

民
税
を
算
出
す
る
際
に
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
し
て
課
税
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
保
険
料
の
合
計
で
す
。
 

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
社
会
保
険
庁
が

発
行
す
る
「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収

証
書
が
必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
く
だ
さ
い
。
 

　
社
会
保
険
庁
で
は
今
年
か
ら
11
月
を
「
ね
ん
き
ん

月
間
」
と
し
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年
金
を
身
近
で

大
切
な
も
の
と
考
え
、公
的
年
金
制
度
の
理
解
と
信

頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
 

で
す
 

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
 

11月は 

で
す
 

草津社会保険事務所 国民年金業務課 1 077-567-2220 
年金給付課　 1 077-567-1311 FAX077-562-9638 
市保険年金課 1 65-0688　FAX63-4582

改正される高額療養費制度の自己負担限度額等 

７ 
０ 
歳 
未 
満 
の 
方 

７ 
０ 
歳 
以 
上 
の 
方 

上位所得者 
（年間所得670万円以上） 

139,800円  ＋ （医療費－466,000円  ） × 
 〈77,700円  〉 

一　　　般 
72,300円  ＋ （医療費－241,000円  ） × 

〈40,200円  〉 

低所得者 
（住民税非課税） 

35,400円  〈24,600円 〉  

上位所得者 150,000円  ＋ （医療費－500,000円  ） × 1％ 
〈83,400円  〉 

一　　　般 
80,100円  ＋ （医療費－267,000円  ） × 1％ 

〈44,400円  〉 

低所得者 
（住民税非課税） 

35,400円  〈24,600円  〉 

自己負担限度額 外来 
（個人ごと） 

現役並み所得者 
（ 課税 所得145万円以上） 40,200円  

72,300円  ＋ 
（医療費－361,500円  ） × 1％ 

〈40,200円  〉 

一　　　般 12,000円 40,200円  

2

8,000円  

24,600円  

1（年金収入 65万 
円以下等） 

15,000円  

※人工透析を要する上位所得者については、自己負担限度額が１万円から２万円に変更されます。 

自己負担限度額 外来 
（個人ごと） 

現役並み所得者 44,400 円 
80,100 円 ＋ 

（医療費－ 267,000 円 ）× 1％ 
〈44,400円〉 

一　　　般 12,000 円 44,400 円 

2

8,000 円 

24,600 円 

1（年金収入80万  
円以下等） 

15,000 円 

改 
正 
後 

（年間所得600万円以上） 

【10月以降】 

（課税所得145万円以上） 

（注）金額は１月当たりの限度額です。〈  〉内の金額は、多数該当（過去12か月に３回以上高額療養費の支給を受け４回目の支給に該当）の場合 

1％ 

1％ 
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住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
性
別
の
4
情
報
を
閲
覧
す
る
制
度
が
、

犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
や
個

人
情
報
保
護
の
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
法
律
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
滋
賀
県
で
は
以
前
か
ら
営
利
目
的
な
ど
の
閲

覧
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
法
律
改
正

に
よ
り
、
全
国
的
に
営
利
目
的
の
閲
覧
は
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
閲
覧
が
で
き
る
の
は
、
国
又
は
地
方

公
共
団
体
が
行
う
も
の
や
公
益
性
が
高
い
世
論

調
査
な
ど
特
定
の
目
的
に
限
っ
た
も
の
と
な
り

ま
す
。
 

   　
ま
た
、
新
た
な
制
度
と
し
て
、
閲
覧
が
行
わ

れ
た
場
合
は
、
閲
覧
が
行
わ
れ
た
地
域
、
閲
覧

申
請
者
の
名
前
を
公
開
す
る
制
度
（
犯
罪
捜
査

目
的
や
訴
訟
の
提
起
な
ど
の
た
め
の
特
別
の
確

認
を
除
く
。）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

住
民
票
な
ど
の
 

自
動
交
付
機
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

住
民
票
な
ど
の
 

自
動
交
付
機
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
甲
賀
市
で
は
市
内
の
5
支
所
に
、
住
民
票
や

印
鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
で
き
る
自
動
交
付
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
自
動
交
付
機
は
、
平
日
の
時
間
外
や
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
な
ど
、
市
役
所
窓
口
が
業
務

し
て
い
な
い
時
間
帯
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
市
で
発

行
し
て
い
る
「
こ
う
か
市
民
カ
ー
ド
」
に
暗
証

番
号
を
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

 

自
動
交
付
機
を
利
用
し
よ
う
と
思
わ
れ
る
方

は
、各
支
所
総
合
窓
口
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

 

11
月
11
日（
土
）
11
月
12
日（
日
）
の
両
日
は
水

口
町
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
地
名
地
番

変
更
作
業
の
た
め
、
市
内
全
て
の
自
動
交
付
機

を
停
止
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
住
民
係
 

　
　
　
1
　
6
5
―

0
6
8
3
 

　
　
F
A
X
6
5
―

6
3
3
8
 

　
　
　
　
各
支
所
総
合
窓
口
課
 

 

11月1日
から

住民基本
台帳の

閲覧制度
が

変わりま
す。

11月1日
から

住民基本
台帳の

閲覧制度
が

変わりま
す。

《住民基本
台帳法の改

正》 

閲
覧
は
特
定
の
目
的
に
 

限
っ
た
も
の
の
み
 

閲
覧
申
請
者
の
氏
名
等
の
 

公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
 

「
こ
う
か
市
民
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
て
 

　
甲
賀
市
で
は
、
11
月
1
日
か
ら
、
本
人
な

り
す
ま
し
に
よ
る
不
正
な
交
付
請
求
を
防
ぐ

た
め
、
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄
抄
本
な
ど

の
証
明
を
請
求
さ
れ
る
場
合
に
、
本
人
確
認

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
窓
口
で
証
明
書
等
を
請
求
さ
れ
る
際
に
は
、

本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
交
付
請
求
時
の
 

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 自
動
交
付
機
稼
動
停
止
の
お
し
ら
せ
 

B
市
民
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方
 

　
15
歳
以
上
の
甲
賀
市
民
の
方
（
被

後
見
人
の
方
は
除
き
ま
す
。）
 

B
市
民
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
 

　
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を
お
持

ち
の
場
合
で
、
本
人
自
ら
が
申
請
さ
れ

る
場
合
は
、
そ
の
場
で
暗
証
番
号
を
登
録

し
た
市
民
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。
 

　
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
（
官

公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
の
本
人
確
認
書
類
を

お
持
ち
で
な
い
）
方
の
申
請
は
、
交
付
ま
で
に

数
日
の
期
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

B
市
民
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
 

・
印
鑑
登
録
時
の
市
民
カ
ー
ド
の
交
付
 

1
件
　
3
0
0
円
 

・
市
民
カ
ー
ド
の
再
交
付
 

1
件
　
3
0
0
円
 

・
旧
町
発
行
の
印
鑑
登
録
証
と
交
換
す
る
場
合
 

無
 
料
 

B
自
動
交
付
機
で
発
行
で
き
る
証
明
書
 

◎
住
民
票
と
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
 

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
 

　
　
　
（
印
鑑
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
）
 

B
自
動
交
付
機
の
稼
働
時
間
 

・
平
　
日
　
午
前
8
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
 

・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
な
ど
の
閉
庁
日
 

　
　
　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
 

B
自
動
交
付
機
で
の
証
明
手
数
料
 

　
1
通
　
2
0
0
円
 

（
注
）
市
民
カ
ー
ド
は
強
い
磁
石
に
近
づ
け
る
と
使
え

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
も
市
内
の
5
支
所
に

あ
る
、
自
動
交
付
機
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
市
民
カ
ー
ド
は
市

外
転
出
や
利
用
し
な
く
な

っ
た
場
合
、
市
に
返
却
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 

お悩み相談室 市民生
活課よ

り 

知っト
ク！ 

問
い
合
わ
せ
 市
民
生
活
課
　生
活
交
通
係
 

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
9
時
〜
15
時
 

1
6
5
‐
0
6
8
5
　
F
A
X
6
3
‐
4
5
8
2

    　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
が
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
、

そ
の
利
用
者
、
出
品
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
に
伴
い
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
、
自

分
が
思
っ
て
い
た
の
と
違
う
物
が
送
ら
れ
て
き

た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
も
あ

る
匿
名
性
を
悪
用
し
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
で

出
品
す
る
も
の
の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（
実

在
の
企
業
名
を
か
た
り
偽
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

誘
導
し
個
人
情
報
を
入
力
さ
せ
る
）
や
ス
パ
イ

ウ
エ
ア
（
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

の
I
D
な
ど
の
情
報
を
盗
む
ソ
フ
ト
）
な
ど
で
、

不
正
に
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
手
す
る
手
口

が
出
現
す
る
な
ど
、
複
雑
・
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
 

■
事
例
1
 

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
パ
ソ
コ
ン
を
落
札
し
、

出
品
者
の
口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
、

出
品
者
と
連
絡
が
つ
か
な
く
な
り
、
品
物
も

届
か
な
い
。
 

■
事
例
2
 

　
ブ
ラ
ン
ド
品
を
落
札
し
た
が
、
届
い
た
物

は
偽
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
っ
た
。
 

■
事
例
3
 

　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
使
用
し
て
い
る
I
D
を

誰
か
に
勝
手
に
使
わ
れ
て
し
ま
い
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
商
品
を
出
品
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

落
札
者
か
ら
品
物
が
届
か
な
い
と
の
苦
情
が

き
て
い
る
。
 

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
 

あ
わ
な
い
た
め
に
 

 　
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
個
人
間
売
買
が
原

則
で
す
か
ら
、
相
手
の
信
頼
性
の
判
断
は
、
最

終
的
に
自
ら
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
安
易
に
出
品
者
側
の
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
運
営
者
が
提
供
し
て

い
る
ト
ラ
ブ
ル
情
報
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
と

も
に
、
 

q
取
引
相
手
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
携
帯

電
話
番
号
だ
け
で
な
く
、
住
所
・
固
定
電
話

番
号
な
ど
の
連
絡
先
も
確
認
し
、
事
前
に
連

絡
を
取
る
。
 

w
商
品
が
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、

前
払
い
し
た
代
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難

な
の
で
、
取
引
に
は
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
第

三
者
仲
介
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
利
用
す
る
。
 

e
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
評
価
欄
で
、
出
品

者
の
過
去
の
取
引
状
況
を
確
認
す
る
。
 

r
被
害
に
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
取

引
状
況
や
相
手
と
の
や
り
取
り
を
プ
リ
ン
ト
し
、

振
り
込
み
の
控
え
な
ど
は
保
存
し
て
お
く
。
 

 　
し
か
し
1
0
0
％
の
ト
ラ
ブ
ル
予
防
策
と
い

う
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
も
し
、
商
品
が
送

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
取
引
相
手
と
連
絡
が

取
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
内
容
証
明
郵
便

の
発
送
や
小
額
訴
訟
制
度
の
活
用
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
対
応
策
に
つ
い
て
も
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
 

ワ
ナ
 

ワ
ナ
 

ワ
ナ
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3

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
で
は
、
老
朽
化
し

た
「
し
尿
処
理
設
備
」
の
部
分
更
新
を
行

い
、
今
年
3
月
に
完
成
し
処
理
を
開
始
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
メ
タ
ン
発
酵
方
式
を
取
り

入
れ
、
発
生
し
た
メ
タ
ン
ガ
ス
を
施
設
内

の
燃
料
と
し
て
有
効
利
用
す
る
と
と
も
に
、

メ
タ
ン
発
酵
後
の
汚
泥
を
肥
料
と
し
て
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
で
す
。
肥
料
の
主
な
成
分
は
、
窒
素
５．３
％
、

リ
ン
酸
６．５
％
、
カ
リ
０．２
％
、
石
灰
全
量
２．４
％
、
炭

素
窒
素
比
6
と
な
っ
て
お
り
、
家
庭
菜
園
な
ど
で

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
り
出
し

た
肥
料
は
、
普
通
肥
料
の
登
録
認
可
を
い
た
だ
き
、

今
後
、
必
要
な
方
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

引
渡
日
、
量
等
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
今
、
日
本
各
地
で

ア
ラ
イ
グ
マ
の
数
が
爆

発
的
に
増
え
、
甲
賀
市
に
お

い
て
も
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
住

宅
侵
入
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
ア
ラ
イ
グ
マ
と
は
ど
ん
な
動
物

で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
見
し
、
対
策
を
し
て

い
く
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

ア
ラ
イ
グ
マ
と
い
う
動
物 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
北
米
原
産
の
雑
食
性（
カ
ニ
・
カ

エ
ル
・
野
菜
・
木
の
実
な
ど
何
で
も
食
べ
る
）で
、

環
境
へ
の
適
応
能
力
や
繁
殖
能
力
が
高
く
、
一
般

的
に
夜
行
性
の
動
物
で
す
。
全
長
６０
b
か
ら
１００
b

で
、
タ
ヌ
キ
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
体
重
は
大
き

い
も
の
で
は
２０
o
に
も
な
り
ま
す
。
日
本
の
在
来

の
タ
ヌ
キ
に
似
て
い
ま
す
が
、
鼻
面
に
黒
い
筋
が

あ
る
の
と
尾
に
し
ま
模
様
が
あ
る
の
で
区
別
で
き

ま
す
。（
写
真
①
②
参
照
） 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
2
0
0
5
年
6
月
に
特
定
外
来

生
物
に
指
定
さ
れ
、
飼
育
や
野
に
放
す
こ
と
が
厳

重
に
規
制
・
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
野

生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
が
急
激
に
数
を
増
や
し
、

生
態
系
や
農
作
物
・
生
活
環
境
に
被
害
を
与
え
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ラ
イ
グ
マ
が
残
す
跡 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
が
来
る
と
様
々
な
跡
を
残
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
痕
跡
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
社
寺
仏
閣
・
民
家
等
住
居
や
物

置
小
屋
等
の
建
物
の
屋
根
裏
に
巣
を
し
て
、
子
育

て
や
休
憩
を
し
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
が
住
み
込
む

と
天
井
を

走
り
回
る
大
き

な
足
音
や
キ
ュ
ル
キ

ュ
ル
と
い
う
独
特
の
鳴
声

が
聞
こ
え
ま
す
。 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
が
来
て
い
る
か
ど

う
か
調
べ
る
に
は
、
壁
や
柱
を
注
意
深

く
見
て
く
だ
さ
い
。
木
登
り
が
得
意
な
の
で
、

家
の
柱
に
５
本
の
爪
痕
や
、
壁
に
泥
の
つ
い
た

足
跡
を
残
し
ま
す
。 

（
写
真
③
参
照
） 

 

◎
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す 

　
毎
年
11
月
15
日
か
ら
翌
年
2
月
末
日
は
狩
猟
期
間
と
な
り
ま
す
。
入
猟
に
あ
た
っ

て
狩
猟
者
に
徹
底
し
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
狩
猟

者
に
分
か
り
や
す
い
服
装
で
山
に
入
る
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
策 

　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
対
策
は
捕
獲
以
外
に
は
な
く
、
捕
獲
に
は
有

害
駆
除
等
の
許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
一
度
自
宅
等
を
確
認
し
、
異
変
が

あ
り
ま
し
た
ら
農
業
振
興
課
鳥
獣
害
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
 

 
甲
賀
広
域
行
政
組
合
 

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
し
尿
処
理
施
設
 

　
　
1
　
6
2
│
0
8
0
9
 

 
F
A
X
6
3
│
2
4
4
9

問い合わせ 
 農業振興課鳥獣害対策係 
　1　65－0734 
 FAX 63－4592

タヌキ 
写真1

写真2
写真3

アライグマ 

足跡 

爪跡 

環境に配慮し、家庭菜園などでも利用
できる乾燥肥料 広報あいこうか 2006.11.113



皆
さ
ん
の
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す 
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す 

　
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
は
、
4

月
に
甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム
、

8
月
に
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
現
在
も

多
数
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
今
年
度
は
陸
上
競
技
場

の
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
陸
上
競
技

場
及
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
陸
上

競
技
場
周
辺
の
樹
木
移
植
工
事

も
園
内
で
行
う
た
め
工
事
車
両

が
園
内
を
行
き
来
し
ま
す
の
で
、

ご
来
園
の
際
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

　
工
事
期
間
が
長
期
に
わ
た
る

た
め
市
民
の
方
々
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●区域（使用できない場所） 
　水口スポーツの森、陸上競技場、ソフトボール場 

●期間　平成18年度～平成20年度（予定） 

問い合わせ　都市計画課　公園緑地係 

　　1 65－0720　FAX 63－4601

換
地
処
分
に
伴
う
地
名
地
番
の
変
更
 

換
地
処
分
に
伴
う
地
名
地
番
の
変
更
 

〜
虫
生
野
土
地
区
画
整
理
事
業
〜
 

　
整
然
と
し
た
住
み
よ
い
住
環

境
を
め
ざ
し
、平
成
13
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
「
甲
賀
広
域
都
市
計

画
虫
生
野
土
地
区
画
整
理
事
業
」

は
、平
成
18
年
11
月
10
日
に
換
地

処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
伴
い
事
業
区
域
内
（「
水

口
町
虫
生
野
字
中
流
」、「
水
口
町

虫
生
野
字
下
流
」、「
水
口
町
虫
生

野
字
久
岡
」、「
水
口
町
虫
生
野
字

九
日
田
」、「
水
口
町
虫
生
野
字
西

浦
」の
各
一
部
）
の
住
所
が
「
水

口
町
虫
生
野
虹
の
町
」に
変
更
と

な
り
ま
す
。
 

　
な
お
11
月
23
日
に
は
組
合
主
催

の
「
水
口
町
虫
生
野
虹
の
町
」
誕

生
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
 

　
　
　
1
　
6
5
│

0
7
2
1
 

　
　
F
A
X
6
3
│

4
6
0
1

陸
上
競
技
場
改
修
の

た
め

水口スポーツの森
陸
上
競
技
場
改
修
の

た
め

水口スポーツの森

甲賀市水口町虫生野虹の町 

換
地
処
分
と
は
…
…
 

土
地
区
画
整
理
事
業
を
終
了
さ
せ

る
た
め
の
法
的
手
続
き
で
す
。
 

位置図 

 

改修工事が始まった陸上競技場 改修工事が始まった陸上競技場 

換
地
処
分
に
よ
り
「
水
口

町
虫
生
野
虹
の
町
」
と
な

る
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
 

換地処分の翌日（11月11日）から地名地番の変更と併
せて事業区域内の郵便番号が528-0069になります。 

工事の区域図 

工事区域 

甲賀市民 
スタジアム 

陸上競技場 
ソフト 
ボール場 
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　あいこうか市民ホールと碧水ホールの隣に水口図書館・水
口歴史民俗資料館が入る建物があり、その一室に「巖谷一六・
小波記念室」が設けられています。 
　記念室は平成9年にオープンし、水口出身で近代を代表す
る書家として知られる巖谷一六と、その子で近代児童文学の
創始者である巖谷小波の足跡が学べるようになっています。
おとぎばなしの「ももたろう」や「かみさまのうま」が聞け
るコーナーや、一六・小波の作品を展示（季節ごとに展示替
えを行っています）するコーナーがあり、お子様連れでも楽
しめる施設となっています。 
　一六・小波記念室への入室は無料です。皆さん、ぜひ一度
ご来室ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　現在、記念室奥に展示している扁

へん

額
がく

は水口町の野
の

村
むら

道
みち

男
お

さ
んからご寄贈いただいたもので、印から見て明治24年（一
六　57歳）以降の作品だと思われます。 
　郷土の資料として、大切にしていきたいと思います。あり
がとうございました。 

巖谷一六・小波記念室 

問い合わせ　水口歴史民俗資料館 
　162－7141　FAX 63－4737 
 

さあ　おとぎの世界へ さあ　おとぎの世界へ 

予　　　防　　　課 TEL63－7932　FAX63－7940 

水　口　消　防　署 TEL63－1119　FAX63－7941 

水口消防署土山分署 TEL66－0119　FAX66－0848 

甲　南　消　防　署 TEL86－3119　FAX86－0719 

甲南消防署甲賀分署 TEL88－7701　FAX88－7702 

信　楽　消　防　署 TEL82－0119　FAX82－3977

秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
 

期
間
■
11
月
9
日
〜
11
月
15
日
 

皆
さ
ん
も
、こ
の
運
動
を
機
会
に
、今
一
度
 

身
の
ま
わ
り
の
火
災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

最
寄
り
の
消
防
署
ま
た
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
相

談
室（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
│

5
6
5
│

9
1
1
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
防
火
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
ま
し
ょ
う
 

　
住
宅
火
災
の
主
な
原
因
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
方

の
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
大
切

な
財
産
や
家
族
の
命
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
が
「
火
事
を
お
こ
さ
な
い
」
心
が
け

を
強
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

●
み
ん
な
で
つ
く
る
、
 

 
　
　
　
放
火
さ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
 

　
平
成
8
年
以
降
、
連
続
し
て
火
災
原
因
の
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
放
火
」
に
よ
る
火
災
で

す
。
放
火
は
特
に
深
夜
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
物
置
に
何

者
か
が
侵
入
し
内
部
に
放
火
し
た
り
、
路
上
に
駐

車
し
た
車
へ
放
火
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
 

　「
放
火
な
ん
て
、
私
に
は
関
係
な
い
」
そ
う
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
油
断
が
放
火
犯
を
引
き
寄

せ
る
の
で
す
。
放
火
火
災
の
予
防
対
策
は
、
個
人

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
、
対
策
を
立
て
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
 

●
備
え
て
安
心
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
 

　
国
は
、
最
近
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
急

増
を
踏
ま
え
、
消
防
法
を
改
正
し
、
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
付
け
ま
し

た
。
 

新
築
住
宅
▼
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
義
務
付
け

開
始
 

既
存
住
宅
▼
甲
賀
市
で
は
平
成
23
年
6
月
1
日
か

ら
義
務
付
け
開
始
 

 

　
火
災
で
重
要
と
な
る
の
が
、
早
期
発
見
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
発
生
に
伴
う
熱
や
煙

を
感
知
し
て
ブ
ザ
ー
な
ど
で
危
険
を
知
ら
せ
る
も

の
で
、
火
災
の
早
期
発
見
に
非
常
に
役
立
つ
防
災

機
器
で
す
。
 

 

18年 
平成 

18年 
平成 

甲賀広域行政組合消防本部［http://www.koka-koiki.jp］ 

『消さないで  あなたの心の  注意の火。』 
（平成18年度全国統一防火標語） 
甲賀広域行政組合消防本部・消防署 

 

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！
 

不
適
正
な
価
格
・
無
理
強
い
販
売
な
ど
を
行
う

業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
直
接
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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　旅の用心の第一が病気であることは今も
昔も変わりありません。医薬に乏しく病
気の予見が困難だった江戸時代には、旅
先で病気になり異郷に果てた人も多かっ
たのです。 
　森
もり

　
おう

外
がい

の祖父白
はく

仙
せん

が参勤交代に従い江戸
から津和野へ向かう途中、病のため土山宿
の井筒屋に没したことは、後に　外が祖父の
墓を探して土山を訪れたこととあわせ、その『小
倉日記』によってよく知られています。 
　白仙の場合は「客死」というのがふさわしく思われますが、
庶民のなかにはまさに「行き倒れ」というような哀れな例もあ
り、街道ぞいの村の庄屋日記にはそのような人々の記録が散見
されます。 
　文政11年8月、備中国（現在の岡山県）から諸国寺社参詣の
途中、北脇村の並木ぎわに倒れていた万

まん

吉
きち

（28歳）は、地元で
養生させたうえ駕

か

籠
ご

を仕立てて村継ぎで国元へと送り出されて
います。 

　一方、同じ年の2月、駿府（現在の静岡市）
の旅人某は病身大津宿から駕籠で水口宿に
到着しましたが養生かなわず死去、役人
検視のあと旅籠近くのお寺に仮埋葬さ
れています（いずれも水口藩大庄屋「山
村日記」）。
通行手形が
あれば、こ
のような扱
いがされ、国
元の村役人へも

通知されました。 
　行路病者の救療や客死

人の扱いは、相互主義により費用
を負担し、丁寧にすべきことが江
戸時代には制度化されていたこと
がわかります。 

第16回 

街道を歩く 
その6

総務課市史編纂係 
1 86-8075   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

【
問
い
合
わ
せ
】  

文
化
財
保
護
課
 

 
 
 
埋
蔵
文
化
財
係
 

　
 
1
 
8
6
＿
8
0
2
6
 

 
F
A
X
8
6
＿
8
3
8
0

北
脇
遺
跡
 

北
脇
遺
跡
 

 

　
甲
賀
市
に
は
県
下
最
多
の
5
4
0
箇
所

あ
ま
り
の
遺
跡
が
所
在
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
、近
年
そ
の
解
明
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
最
近
で
も
、大
型
方
墳
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
泉
地
先
の「
塚
越
古
墳
」や

古
墳
代
中
期
の
大
型
倉
庫
3
棟
も
確
認

さ
れ
た「
植
遺
跡
」、古
墳
時
代
後
期
か

ら
平
安
時
代
の
集
落
と
確
認
さ
れ
た「
下

川
原
遺
跡
」な
ど
が
発
掘
調
査
で
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
報
告
す
る「
北
脇
遺
跡
」は
、民
間

開
発
事
業
に
伴
い
、今
月
末
ま
で
を
予
定

と
し
て
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
に
9
世
紀
後
半
か
ら
10
世

紀
前
半
の
遺
構
と
と
も
に
須す

恵え

器き

・
土は

師じ

器き

・
緑り

ょ
く

釉ゆ
う

陶
器
と
い
っ
た
土
器
類
や
フ
イ
ゴ

羽は

口ぐ
ち・

炉ろ

壁か
べ

・
鉄て

っ

滓さ
い

・
砥と

石い
し

と
い
っ
た
鍛か

冶じ

関

係
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

　
建
物
跡
は
9
世
紀
後
半
と
10
世
紀
前

半
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
が
、い
ず
れ
の

時
期
も
、工
房
と
考
え
ら
れ
る
細
長
い
建

物
を
伴
う
こ
と
や
鍛
冶
作
業
の
際
に
廃
棄

さ
れ
た
遺
物
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、鍛

冶
関
係
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。 

　
特
に
工
房
と
想
定
さ
れ
る
建
物
は
そ
れ

ぞ
れ
が
2
×
10
m
程
度
の
細
長
い
も
の
で
、

建
物
の
形
状
か
ら
、一
棟
に
数
人
の
工
人
が

作
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、鍛か

冶じ

炉ろ

に
つ
い
て
は
、水
田
に
さ
れ
た
際
に
当
時

の
地
表
面
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
今
回
の
調
査
で
は
、一
般
の
集
落
内
に
存

在
す
る
鍛
冶
工
房
と
は
異
な
る
大
規
模

な
鍛
冶
工
房
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

　
中
で
も
10
世
紀
に
は
い
る
と
工
房
の
編

成
が
よ
り
大
規
模
か
つ
集
約
的
に
な
っ
て
いっ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、一
般
集
落
内
の

小
規
模
な
自
給
的
生
産
と
は
異
な
る
背

景
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、郡
役

所
や
寺
院
な
ど
の
公
的
性
格
を
も
つ
施
設

も
し
く
は
有
力
氏
族
の
経
営
に
よ
る
組
織

的
な
工
房
と
考
え
ら
れ
、近
隣
の
春
日
地

先
に
お
い
て
は
10
世
紀
半
ば
頃
か
ら
平
安

京
を
は
じ
め
と
し
て
西
日
本
一
円
に
緑
紬

陶
器
を
供
給
し
た
生
産
拠
点
が
設
け
ら

れ
ま
す
。こ
う
い
っ
た
大
き
な
動
き
と
連

動
す
る
可
能
性
も
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
調
査
地
周
辺
の
野
洲
川
北
岸
の
段
丘
で

は
、こ
の
2
年
の
間
に
次
々
と
遺
跡
が
発
見

さ
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
、今
後
の
調
査
の

進
展
に
よ
っ
て
、よ
り
詳
し
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

行路病者と客死 

森白仙が客死した井 
筒屋跡に建つ石碑 

の作字あり 

期　間■11月3日（祝・金）～11月19日（日） 
　　　　9：00～1 7：00　 
休館日■月曜日 
場　所■あいこうか市民ホールロビー 

～市内の様々な仏像彫刻を紹介します。～ 

甲賀を繙く 
「甲賀の御仏たち」写真展 

古
代
の
な
ぞ
が
 

　
　
見
え
て
き
た
 

現在調査が進む北脇遺跡 
　　　　（水口町北脇） 

《
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
》
 

※
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
北
脇
遺
跡
」
の
詳
し
い

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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甲賀市の 
8

大切な
 

自然自然自然

みなくち子どもの森自然館 
1 63-6712　FAX 63-0466

6（月）、13（月）、20（月）、 
24（金）、27（月） 

11月の 
休園日 

甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 

それらを育む大切な 
自然についての連載です 

身近な魚？ 
メダカ 

次
号
（
12
月
１
日
号
）
は
、水
口
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。
 

　メダカは誰もが知っている魚ですが、現在、野生の
メダカが見られる場所は少なくなりました。滋賀県内
でも絶滅危機増大種(2006年)とされています。 
　ではメダカは、どんな場所に棲んでいるのでしょう? 
　メダカは泳ぐ力が弱いので、流れの速い渓流や、大
きな川には棲みません。主な棲み場所は、湿地付近の
水たまりや流れ、水田周りの溝や小川、浅いため池など、
流れの穏やかな小さな水辺です。 
　こうした場所は、人間の生活が便利になるにつれ、
失われました。湿地は埋め立てられ、稲を作る時期以
外は乾燥した田んぼや溝が増え、小川は流れの速い直
線的な水路に変わったのです。さらに、ため池ではブ
ラックバスなど外来魚に追われ、気づくとメダカはす
っかり減ってしまったのです。 
　しかしながら、メダカは棲む環境さえあれば、卵か
ら数か月で大人になる、繁殖能力の高い魚です。 
　メダカは地域によって遺伝子が異なるため、甲賀地
域で育ったメダカを、身近な場所に増やしたいものです。 

メダカの特徴 

メ
ダ
カ
の
多
く
見
ら
れ
た
水
田
付
近
の
溝（
水
口
町
内
）
 

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄 

今
回
は
、
あ
い
の
土
山
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

土
山
も
つ
く
会 

・
新
涼
や
打
ち
た
て
蕎
麦
の
葱
刻
む
 

福
永
　
昭
子
 

・
新
涼
や
海
へ
伸
び
ゆ
く
滑
走
路
 

田
村
　
勝
子
 

・
新
涼
や
厨
に
音
の
戻
り
け
り
 

奥
村
　
露
子
 

・
眼
帯
の
内
は
地
獄
絵
秋
暑
し
 

大
西
多
喜
男
 

・
蟻
の
列
テ
レ
ビ
は
銃
後
の
物
語
 

松
山
　
維
木
 

・
駐
車
場
午
後
の
ゆ
と
り
や
さ
る
す
べ
り
 
松
山
多
津
子
 

・
新
涼
の
里
に
槌
音
新
普
請
 

福
井
　
真
理
 

・
秋
彼
岸
墓
石
に
蝶
の
動
か
ざ
る
 

藤
田
　
恭
子
 

・
空
蝉
の
み
な
空
を
向
く
祈
り
か
な
 

前
川
き
く
じ
 

鮎
河
俳
句
同
好
会 

・
鈴
鹿
峯
駆
け
走
り
ゆ
く
野
分
雲
 

林
　
ミ
サ
ヲ
 

・
山
の
木
も
野
分
に
耐
え
て
し
な
え
お
り
 
小
倉
た
け
子
 

・
何
も
か
も
当
た
り
散
ら
し
て
大
野
分
 

水
落
　
　
博
 

・
ち
ち
ろ
鳴
く
家
内
た
の
し
き
夕
餉
の
座
 
小
倉
き
み
江
 

・
ち
ち
ろ
鳴
く
家
族
の
肌
着
買
い
揃
え
 

村
上
　
節
子
 

・
虫
の
声
子
ら
う
た
い
つ
つ
野
を
駆
け
る
 
上
野
　
兼
松
 

・
我
が
里
は
自
然
一
杯
虫
時
雨
 

谷
北
嘉
一
郎
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平
成
１７
年
度
　
決
算
 

２
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
 

 　
　
平
成
１８
年
度
　
補
正
予
算
 

・
甲
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
 

・
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
 

・
甲
賀
市
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
介
護
保
険
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
 

　
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
野
洲
川
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
 

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
鉄
道
経
営
安
定
対
策
基
金
 

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
 

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
 

・
甲
賀
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
 

　
　
条
例
の
制
定
 

・
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
 

 　
　
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）
 

甲
賀
市
公
平
委
員
会
委
員
 

　
　
山
下
　
孝
司
（
甲
賀
町
）
 

 
 
　
任
期
Ｈ
18
・
12
・
1
〜
Ｈ
22
・
11
・
30
 

人
権
擁
護
委
員
 

　
　
伊
室
　
信
子
（
甲
南
町
）
 

 
 
　
任
期
Ｈ
19
・
1
・
1
〜
Ｈ
22
・
12
・
31
 

 　
　
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
 

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
水
口
町
柏
木
地
区
の
酒
人
・
宇
田
・

植
・
泉
工
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
伴
う
換
地
処

分
に
よ
り
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
 

 　
　
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
 

土
山
町
鮎
河
地
先
の
赤
渕
線
及
び
甲
南
町
寺
庄

地
先
の
住
吉
線
の
２
路
線
を
廃
止
し
、
土
山
町

大
河
原
地
先
の
大
河
原
・
北
垣
外
線
、
同
町
鮎

川
地
先
の
鮎
河
・
モ
タ
レ
線
及
び
甲
南
町
地
先

の
寺
庄
・
下
川
原
線
の
３
路
線
を
市
道
と
し
て

認
定
し
ま
す
。
 

平成 
18年 
 

平成 
18年 
 

甲
賀
市
議
会
定
例
会
 

第
5
回
 

甲
賀
市
議
会
定
例
会
 

第
5
回
 

第
５
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
が
８
月
３０
日
か
ら
９
月
２６
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

審
議
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

や
ま
し
た
　
　
た
か
　し
 

 　い
　
む
ろ
　
　
の
ぶ
　こ
 

　平成17年度決算は合併後初めての通年決算となり、一

般会計の単年度実質収支額は98,693,054円の黒字決算とな

っています。財政運営を普通会計の財務指標でみると、

平成17年度の財政力指数は0.714で前年度より0.029ポイン

トと若干上昇していますが実質収支比率は5.1%であり、

経常収支比率においても94.7%、公債費比率15.3%と財政

状況は厳しいものといえます。また、国の三位一体改革

及び県の財政構造改革プログラムの推進により、今後も

一層の厳しい財政環境が予測されます。しかし一方では、

都市基盤整備を始め、各種扶助費の増大など福祉諸施策

等での財政需要が増大しており、平成18年度にスタート

する甲賀市総合計画や各種の計画は住民ニーズに対応し

たまちづくりを目指すうえで、より多様化した財政需要

の発生も見込まれます。このような中で、今後の財政運

営にあたっては、市税収入を始めとした財源の確保に積

極的に努められることは勿論、今まで以上に徹底した事

務事業の見直しによる経費の節減などにより、限られた

財源の重点配分に努めるとともに、市民サービスの向上

と市民福祉を増進し、活気あふれるまちづくりに寄与さ

れるよう望みます。 

　病院事業決算は、信楽中央病院の当年度純利益

29,083,282円に対し、水口市民病院では、178,097,671円の

当年度純損失となっています。収益悪化は常勤医師の欠

員が主な要因と推察されますが、より現実的で抜本的な

経営改革と併せ水口市民病院の位置づけを明確にしたう

えで、病院運営の方針を決定される事を望みます。 

　甲賀市水道事業の損益計算書では、881,326,889円の当

年度純損失を生じていますが、固定資産台帳を整備した

ことによる特別損失として875,502,195円を計上したため

です。今後も安定した水道事業経営のための対応策、ま

た近い将来の施設整備を踏まえた経営基盤の強化に一層

の努力を望みます。 

　景気の緩やかな回復基調はあるものの、雇用状況での

所得環境など税料金を取り巻く情勢はまだまだ厳しいも

のがあります。しかし、負担の公平性の観点からも徴収

率の向上と収入未済額の解消に向けて厳正に対処される

よう願います。 

 以上、平成17年度予算に対して適正に執行されており、

計数も関係諸帳簿等と照合した結果、本決算は正当とし

て認めました。 

決算審査報告 監査委員  相川 良和・中島　茂 

問い合わせ　監査委員事務局 
165-0656　FAX 63-4577
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甲賀の地場産業で 
ある薬の製造工場 

甲
賀
地
方
の

地
場
く
す
り
産
業
が

躍
進
 

人
々
の
健
康
に
奉
仕
し
て
 

 

まちかど
 

特派員
 

のページ
 

　
毎
年
10
月
17
日
〜
23
日
は
「
く
す
り
と
健
康
の
週
間
」
と
し
て
薬
へ
の
理

解
と
正
し
い
使
い
方
を
消
費
者
へ
普
及
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
甲
賀

に
は
早
く
か
ら
健
康
と
幸
福
に
貢
献
し
て
い
る
3
0
0
年
の
伝
統
を
誇
る
地

場
産
業
の
「
く
す
り
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
好
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
く
す

り
の
町
に
あ
る
滋
賀
県
薬
業
会
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

原稿執筆者 

せ　 こ　　　　 しょうじ 

瀬古　彰司 

賀
県
は
富
山
・
奈
良
県
に
並

ぶ
配
置
薬
生
産
県
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
変
遷

に
よ
り
配
置
薬
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
な
り
、
配
置
員
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
で
衰
退
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
伝
統
の
灯
は
消
さ
な
い

と
地
域
の
健
康
を
支
え
る
た
め
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
元
気
な
配
置
員
も

お
ら
れ
ま
す
。
 

　
一
方
、
甲
賀
地
方
（
日
野
町
を
含
む
）

の
地
場
産
業
メ
ー
カ
ー
は
、
薬
業
法

に
基
づ
く
研
究
施
設
や
G
M
P
（
医

薬
品
の
製
造
及
び
品
質
管
理
に
関
す

る
基
準
）
に
適
合
し
た
最
新
の
製
造

設
備
に
更
新
し
、
独
自
の
製
品
の
開

発
や
委
受
託
を
行
い
発
展
を
図
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
県
内
の
地
場
産
業
と
呼
ば
れ
る
も
の

に「
長
浜
の
ち
り
め
ん
」「
彦
根
の
バ
ル
ブ
・

仏
壇
」「
東
近
江
の
麻
織
物
」「信
楽
の
陶
器
」

「
高
島
の
織
物
」
な
ど
の
地
場
産
業
が
あ

り
ま
す
が
、平
成
16
年
の
製
造
統
計
に

よ
る
と
甲
賀（
日
野
）地
方
の
製
薬
産
業

は
配
置
薬
、一
般
薬
、医
療
用
医
薬
品
の

生
産
額
は
県
内
の
地
場
産
業
で
は
ト
ッ

プ
の
座
を
占
め
る
に
至
り
ま
し
た
。（
大

手
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
は
除
く
）こ
れ
は
、

数
社
の
メ
ー
カ
ー
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品（
後
発
医
薬
品
と
も
呼
ば
れ
先
発
医

薬
品
の
特
許
機
関
の
終
了
後
、
安
全
で

同
じ
品
質
で
薬
効
も
同
じ
で
安
く
製
造

さ
れ
る
た
め
、
国
民
医
療
の
抑
制
に
期

待
さ
れ
て
い
る
）
を
主
力
に
、よ
り
安
い

医
薬
品
を
医
療
機
関
に
提
供
す
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
だ
そ
う
で
す
。
 

康
産
業
と
い
わ
れ
る
製
薬
産
業

は
日
々
研
究
と
努
力
を
重
ね
、

知
的
産
業
と
し
て
発
展
す
る
こ
の
産
業

は
、
薬
価
基
準
の
見
直
し
や
、
先
発
品

の
特
許
問
題
等
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

逞
し
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
甲
賀
の
伝
統
あ
る
こ
の
産
業
が
ま
す

ま
す
発
展
し
、
甲
賀
地
方
の
く
す
り
が

今
後
も
全
国
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
貢
献

し
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
く
す
り
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
（
社
）滋

賀
県
薬
業
協
会
で
は
「
甲
賀
市
と
協
力

し
て
広
く
薬
に
関
す
る
こ
と
を
P
R
す

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と

大
原
会
長
さ
ん
は
明
る
く
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

滋 

健 

0

15,000

20,000

25,000

30,000

平
成
10
年 

平
成
11
年 

平
成
12
年 

平
成
13
年 

平
成
14
年 

平
成
15
年 

平
成
16
年 

20,183 20,858

22,212
24,352 25,480

27,928
27,087

主な地場産業生産高 

地場産業生産金額の推移 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
27,087

7,246 
 
8,244

22,784

3,500 3,714

13,549

薬
産
業（
甲
賀
・
日
野
） 

陶
器
産
地（
信
楽
） 

 

綿
織
物
産
地（
高
島
） 

バ
ル
ブ
産
地（
彦
根
） 

仏
壇
産
地（
彦
根
） 

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン（
彦
根
） 

麻
織
物
産
地（
湖
東
） 

平成16年度生産額 
単位：百万円 

単位：百万円 
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●秘書広報課　165-0675　FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。 
皆さんからの情報提供をお待ちしています。 

第22回 
10時間（5時間）耐久リレー 
マラソン大会～ 

スポーツの秋

信楽『陶器まつり』は大賑わい!!

上：信楽産業展示館でテープカットをする中嶋市長 
下：多くの人でにぎわった信楽支所周辺の即売会場 

　10月7日（土）から9日（月・祝）までの3日間、陶芸の森及び信楽支

所周辺で秋の恒例となった信楽陶器まつりが開催されました。 

　陶芸の森内にある信楽産業展示館の「信楽陶器総合展」では芸術

の秋にふさわしく信楽焼で制作された様々な作品が展示されていま

した。また、信楽伝統産業会館ではロクロや手ひねりなどの実演、

信楽支所周辺に設けられた特設会場では約50ものテントが並び、和

食器やたぬきの置物などが通常より安く購入できるとあって、県内

外からたくさんの方々でにぎわいました。 

　3日間での人出は約9万人とのことで信楽を県内外にアピールする

絶好の機会となりました。 

　9月30日（土）、10月1日（日）の両日、忍の里プララでミュー

ジカル「甲賀のさすけ」が上演されました。 

　これはNPO法人である「甲賀文化輝き」が市内から公募

で出演者を募り、4月から練習を重ね完成させたものです。 

　ミュージカルでは真田十勇士として活躍したとされる猿

飛佐助がモデルとなり、甲賀忍術の教えを受けた佐助が十

勇士らとともに、各地で起こる問題や事件の解決に向けて

奮闘し、様々な経験の中から愛と平和の尊さを知るという物

語です。 

　この日は当日ボランティアも含めると総勢約100人もの

キャスト・スタッフが市内から集まりました。 

 甲賀文化輝き代表の松
まつ

島
しま

津
つ

由
ゆ

子
こ

さんは「ミュージカルを通

して市民の皆さんに“平和と愛”をうったえたいです。また

5つのまちの垣根を取り、より良いまちづくりをしていきた

いと思います。」と語っておられました。 

　会場に来られた皆さんは迫真の演技に大きな拍手を送

っていました。 

　“甲賀はひとつ”という気持ちをもってみんなが一緒に甲

賀市をつくりあげていきたいですね。 

まちづくりを!!まちづくりを!!
ミュージカル『甲賀のさすけ』上演 ミュージカル『甲賀のさすけ』上演 

平和と愛で 平和と愛で 

甲賀忍者の猿飛佐助が活躍する物語を迫真 
の演技で披露する十勇士役の皆さん 

　
ザ
ク
ッ
、
ザ
ク
ッ
！
小
気
味
の
良
い
音
が
あ
ち

こ
ち
か
ら
聞
こ
え
ま
す
。
次
々
と
稲
の
束
が
積
み

上
げ
ら
れ
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
2
．
8
ア
ー
ル
の

田
ん
ぼ
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
貴
生
川
小
学

校
「
わ
た
し
の
田
ん
ぼ
」
で
の
収
穫
風
景
で
す
。

次
に
5
、
6
株
ず
つ
束
ね
て
脱
穀
。
昔
懐
か
し
い

『
足
踏
式
脱
穀
機
』
2
台
を
使
い
、
„
稲
穂
“
を

„
籾も

み

“
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
脱
穀
機
は
、
足

踏
式
の
ミ
シ
ン
の
よ
う
に
ペ
ダ
ル
を
踏
む
こ
と
に

よ
り
ベ
ル
ト
が
回
り
、
脱
穀
で
き
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
活
躍
し
て
き
た
農
具

の
ひ
と
つ
で
す
。
 

 
「
も
っ
た
い
な
い
か
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マラソン大会～ 

スポーツの秋
第22回 
10時間（5時間）耐久リレー 
マラソン大会～ 

スポーツの秋

■10時間の部 
１位　絆 
２位　Teamえらにゃあ 
３位　スカイランナーズA 
４位　THE！！HEROS2 
５位　ダイフック2006 
６位　島田組 
７位　甲賀パンダーズ 
８位　タラオビック＆スモールボーイズ 
９位　世界ウルルン　サンショーズ 
10位　TEAM走快屋 
 

■5時間の部 
１位　クラブエイムA 
２位　アクシス鍼灸院 
３位　二中MAX 
４位　シーアイ化成 
５位　ソーラーは京セラ2006 
６位　NARATrack＆Field 
７位　N2アスリートclub 
８位　モリセイキ 
９位　滋賀県庁走友会レーサーズ 
10位　ダイキン工業　ピチョンくん 
 

　10月8日（日）甲賀中央公園で第22回10時間耐久リ
レーマラソン大会が行われました。 
　この大会は仲間づくりや地域の活性を願い毎年行われ、
1周1．5kmの周回コースをリレー形式で走り、10時間
または5時間で走った距離を競うものです。 
　家族や学校、また職場などでチームを作り中には仮
装して走るチームもあるなど、楽
しい大会となりました。 
　10時間の部には93チーム、
5時間の部には166チーム
が出場し皆さんはスポー
ツの秋を満喫されていま
した。 
　それぞれの結果は次のと
おりです。 

今回「田んぼの学校」で田んぼをお
借りし、子どもたちとのふれあい
に笑顔を見せる中

なか
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や
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●秘書広報課　165-0675　FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。 
皆さんからの情報提供をお待ちしています。 

第22回 
10時間（5時間）耐久リレー 
マラソン大会～ 

スポーツの秋

信楽『陶器まつり』は大賑わい!!

上：信楽産業展示館でテープカットをする中嶋市長 
下：多くの人でにぎわった信楽支所周辺の即売会場 

　10月7日（土）から9日（月・祝）までの3日間、陶芸の森及び信楽支

所周辺で秋の恒例となった信楽陶器まつりが開催されました。 
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情 報 の ま ど 

～環境にやさしい暮らし体験館～ 

甲賀市エコフェスタ 甲賀市エコフェスタ 甲賀市エコフェスタ 入場無料 

●花のポットづくり教室（先着60名） 
・家庭の生ゴミから作った堆肥を使い、花のポッ
トをつくろう！ 

　協賛：水口エコライフの会 
●ソーラーカー教室（先着40組） 
・ソーラーカーを作って、走らせよ！ 
　協賛：滋賀県地球温暖化防止活動推進センター 
●手づくり楽器工作教室 
・身近にあるもので作って、鳴らして、音を楽し
んでみよう！ 

　協賛：音楽劇団てんてこ 

環境工作教室環境工作教室環境工作教室

日　時■11月19日（日）10：00～15：00 

場　所■碧水ホール　　後　援■滋賀県 

●環境にやさしい農産物販売コーナー 
・甲南高校の生徒が心をこめて作ったたまごや野菜などを
販売します。 

　協賛：甲南高校 
●木工製品の販売コーナー 
・間伐材を利用した木工製品の販売とペレットストーブの
展示を行います。 

　協賛：甲賀郡森林組合 
●太陽光発電コーナー 
・太陽エネルギーを利用したソーラー発電システムの展示。 
　協賛：㈱京セラソーラーコーポレーション 
●エコキュートコーナー 
・環境にやさしいエコキュートなどを展示しています。 

●お買い物でＣＯ2ダイエットコーナー 
・地球温暖化の説明や自転車発電体験、クイズなどを通じて、
　楽しく環境について学ぼう！ 
　協賛：滋賀県地球温暖化防止活動推進センター 
　　　　滋賀グリーン購入ネットワーク 
●パネル展示コーナー 
環境関連パネル展示しています。 
　協賛：滋賀県地球温暖化防止活動推進センター、 
　　　　びわ湖会議、甲賀市、関西電力㈱ 

環境PRイベント環境PRイベント環境PRイベント

●問　甲賀市役所　環境課　　� 65ー0691 
             � 63ー4582 
　　関西電力㈱滋賀支店　　� 077ー532ー0072

■11月3日（金）～5日（日） 
・甲南文化祭［舞台発表］ 
■11月5日（日）まで 
・甲南文化祭［文化協会展示発表］ 
■11月12日（日） 
・ミュージカル　県内初公演 
・わらび座公演 
　　「棟方志功　炎じゃわめぐ」 

18時開演　前売一般2,500円 
全席自由 

■11月19日（日） 
・第3回忍の里プララ市民歌謡祭 

10時開演　前売500円　全席自由 
第1部紅白歌合戦 
第2部発表の部 
第3部審査の部 
〔審査員長：作曲家 徳久広司先生〕 

「忍の里プララ」11月・12月の催し 

日　程■11月18日（土）、25日（土）
　　　　※小雨決行 
距　離■7km 
集合場所・時間■貴生川駅　9：10 

（信楽高原鐵道乗車） 

　　　　　　　　信楽駅出発 10：00 
解散場所・時間■信楽駅　15：30 
定　員■各日60名（要予約） 
参加費■2千円（陶芸体験料、保険料など） 
後　援■滋賀県南部振興局 

●問 信楽で“作って食べて歩こう”会 
　　（信楽高原鐵道内） 

　　� 82－3391　� 82ー3323

甲賀広域レール＆ウォーク 

自然豊かな秋の山道を通り、 
陶芸のまち信楽を散策します。 

■12月2日（土） 
・第6回プララミュージックフェア 

10時開演 
　ゲスト：亀山　薫（レイチェル） 

■12月3日（日）～9日（土） 
・第6回  湖の来た道展（9：00～17：00） 
琵琶湖の軌跡（名張…伊賀…甲賀
…大津）に在住する美術作家の作
品展示です。 

■12月13日（水） 
・第2回大忍にん寄席 

出演：桂三枝、桂きん枝、桂文枝一門他。 
■12月23日（土） 
・プララでライブ 
市内のバンドが出演！ 
「忍の里プララ」では市民参加
と交流の場として企画運営を行っ
ています。 
詳細は忍の里プララへお問い合
わせください。 

●問　忍の里プララ（甲南情報交流センター） 
　　� 86ー1046　� 86ー8119 
　　E‐mail:plala@city.koka.shiga.jp

●第1部（主催：甲賀市） 
・10：00～10：15　開会挨拶 
・10：15～11：00　手作り楽器コンサート（てんてこおんがくたい） 
・11：15～12：15　環境講演  
　　　　「地球にやさしい暮らし方」 
　　　　　　　　上原  みなみさん（お天気キャスター） 

〔要訳筆記あり〕 

苗木プレゼント！ 
1部／2部先着 
各300本限定 

ステージイベントステージイベントステージイベント

●第2部（主催：関西電力㈱滋賀支店） 
・13：00～13：45　SKIPエコファイターショー 
　　　　「お得なエコ生活でオンダンガーＸをたおそう」 
　　　　　　　　　　　　（ＮＰＯ法人環境市民） 
・14：00～15：00　エネルギー教室 

「電気エネルギーと地球環境問題」 
　　　　　　　　　環境クイズ 

上原  みなみさん 

〔手話通訳あり〕 
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催　　し 

期　間■11月9日（木）～12日（日） 
場　所■碧水荘老人福祉センター 
　　　　　　　（水口町北内貴） 
内　容■日頃、教養教室に通ってお
られる教室生の力作（陶芸、表装、書道、
園芸、花結び）が展示されています。 
　最終日の12日（日）には、お茶席・
絵付け体験・将棋対局なども体験で
きるほか、コーラス、ハンドベル、
お楽しみ抽選会などもあります。ご
家族揃ってお越しください。 

●問　碧水荘老人福祉センター 
　　� 62ー6080　� 62ー6096

老人福祉センター 
碧水荘  文化祭 

　甲賀・湖南両市の皆さんの日頃の
創作活動の発表の場として、また鑑
賞の場として開催します。役員およ
び入選以上の作品を一堂に展示します。

会　期■11月15日（水）～18日（土） 
　第一会場 
　　甲賀市あいこうか市民ホール 
　　　（会員の部：第21回甲賀書展） 
　　9：00～17：00展示 
　　　（最終日は16：00まで） 
　第二会場 
　　甲賀市碧水ホール 
　　（準会員・評議員・一般公募の部） 
　　9：00～19：00展示 
　　　（最終日は16：00まで） 
※両会場の展示時間が異なりますので、

ご注意ください。 

●問　甲賀・湖南市書道展覧会事務局 
〒５２８-００２２甲賀市水口町梅が丘３-１（水口高校内） 
　　� 62ー4104　� 62ー6967

第36回滋賀県芸術文化祭参加 

第9回甲賀・湖南市書道展覧会 

期　間■11月1日（水）～11月30日（木）
　　　　平日の8：30～17：15 
場　所■土山支所１階ロビ－ 
内　容■押し絵は立体的な絵を作る

伝統工芸です。 
悠弘流押し絵クラブは水口
中央公民館を中心に、楽し
く押し絵の輪を広げていき
たいと活動されています。 
展示発表を励みにされてお
られますので、ぜひこの機
会にご鑑賞ください。 

●問　土山支所 
　　� 66ー1101　� 66ー1564

市民ギャラリ－  伝統工芸 押し絵 
悠弘流押し絵クラブ作品展 

11月　～地層の観察～ 
　子どもの森園内を歩きながら自然
観察します。今回は地層を中心にみ
てみましょう。約２３０万年前の湖にた
まった泥や火山灰の層を観察できます。 

日　時■11月5日（日）14：00～ 
　　　　　　　　【1時間程度】 
集合場所■みなくち子どもの森自然館前 
対　象■子ども～大人　園路を約1時

間歩ける方（団体不可） 

※ 申込不要ですので集合場所へ野外
を歩く服装でお越しください。 

●問　みなくち子どもの森自然館 
　　� 63ー6712　� 63ー0466

みなくち子どもの森 
　　　子どもの森を歩こう 

　子育て中の保護者や家庭・地域・
職場で子育てに関わる全ての方を対
象に開催します。不登校・ひきこも
り・いじめ・児童虐待などの事件を
追ってこられた教育ジャーナリスト
青木悦さんの話は子どもたちがいき
いきと笑顔で生きていけるようにと
の願いがこめられています。 

日　時■12月9日（土）13：50～16：00 
　　　　　（受付　13：30） 
場　所■甲南町忍びの里プララ 
内　容■「幻の子ども像」を追ってい

ませんか？ 
　　　　～子どもたちの本音は～ 
※参加費無料〈手話通訳・要約筆記あり〉 

甲賀市人権教育連続セミナー合同開催 
参加申込■12月1日（金）まで 
11月15日（水）から各町支援センター
で受け付けます（先着順定員有）。 
※託児申込あり。 
　（市内在住1歳～未就学児） 

●問 ●申　 
水口子育て支援センター 
　　�/� 65ー5511 
甲南子育て支援センター 
　　�/� 86ー0949 
土山子育て支援センター 
　　�/� 66ー0375 
甲賀子育て支援センター 
　　� 88ー8115　� 88ー8145 
信楽子育て支援センター 
　　�/� 82ー2799

2006年度  子育て講演会 

あお き  えつ 

　当院スタッフが糖尿病についてわか
りやすく説明します。多数ご参加くだ
さい。 

日程・内容■ 
①11月6日（月） 
「糖尿病と合併症、食事（基礎編）」 
②11月13日（月） 
「薬の作用・検査結果の推移評価（個
別指導）」 
③11月20日（月） 
「日常生活の過ごし方、食事（応用編）」 
時　間■いずれも15：00～16：00 
場　所■信楽保健センター１階 
　　　　　　　（信楽中央病院隣） 
参加費■無料 
定　員■各30名（定員になり次第締切） 
申込方法■電話または来院 
※不明な点は下記まで 

●問　信楽中央病院 
　　� 82ー0249　� 82ー3060 
　　信楽有線  3800

信楽中央病院 
糖尿病講座 

テーマ 

福祉と人権のまちづくりを私たちの手で 

前夜祭■11月4日（土）　17：00～ 
アマチュアバンド演奏 
解放創作劇 
合奏・合唱・手話 
（「子どもの教育を考える会」共催） 

文化祭■11月5日（日）　9：30～ 
各学習会からの発表他 
午後から 
「ベンチャーズサウンドコンサート」 
会場：甲賀市宇川会館 

　4月に竣工記念式典を行い新しくなっ
た宇川会館で31回目となる文化祭を
行います。 
　今年からは、屋内でステージ発表
を楽しんでいただけます。 
　屋外では様々な国の料理や、体験コー
ナー等わくわくどきどきの屋台村が
会場を埋め尽くします。 
何があるかお楽しみに。 

●問　甲賀市宇川会館 
　　　　�/� 62ー4109

第31回宇川会館 
文化祭・前夜祭 
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情 報 の ま ど 

日　時■平成18年11月12日（日） 
　　　　11：00～16：30 
場　所■甲賀郡農業協同組合 
　　　　　　　　　ＪＡホール 
内　容■『歯周病と全身との関わり』
についてのシンポジウムやジュビロ
盤田フィジカルコーチ　菅野　敦さ
んによる『サッカーを通してみた心
と身体と歯の健康』の特別講演など。 
　その他、口腔の健康に関する相談
や抽選コーナーなど楽しい催しもの
がたくさんあります。多数ご参加く
ださい。 

●問　滋賀県歯科医師会 
　　� 077ー523ー2787

県民フォーラム 
歯ートフル淡海２００６イン甲賀 

日　時■11月24日（金）、25日（土） 
　　　　13：30～16：00 
場　所■生活支援センターあかつき 
対象者■甲賀市・湖南市在住の障が

い者（障がいの種別は問い
ません） 

参加費■無料 

●問 ●申　生活支援センターあかつき 
　　� 65ー4641 � 65ー4642

生活支援センターあかつき 
オリジナル年賀状を作ろう 

日　時■平成19年（2007）1月7日（日） 
　　　　受　　付　13：30～ 
　　　　記念式典　14：00～14：30 
場　所■あいこうか市民ホール 
　　　　（旧水口文化芸術会館） 
　　　1部：新成人の集い　14：45～ 
※２部の詳細は、実行委員会で検討中
　ですので決定次第、お知らせします。 
対　象■昭和61年4月2日から 
　　　　昭和62年4月1日生まれの方 
その他■参加対象となっておられる

方へは個別に招待状は送付
しませんが、対象生年月日
該当の方であればどなたで
も参加できます。（市内在
住の有無を問いません。） 

●問　教育委員会生涯学習課青少年対策室 
　　� 86ー8022 � 86ー8380

平成19年（２００７年）成人式 

　次世代を担う子どもたちのために、
親としてまた社会の一員としてできる
大切なことを一緒に考えましょう。 

日　時■11月8日（水）　10：00～ 
場　所■神山会館（信楽町神山） 
内　容■10：00～　勉強会 
・食べ物によって体と心が作られる 
・アレルギー、肥満、キレる、落
ち着きがない、といった現代の
子どもの問題の解決法は？ 
　講師：大前 洋子さん 
　　　 （大津市環境フォーラム会員） 
12：00～ランチタイムで座談会 
時間のある方は弁当を食べながら楽し
く気軽におしゃべりしましょう 
参加費■大人300円（高校生以下は無料） 
※座談会に出席される方は昼食を準備し
ていませんので弁当を持参してください。 
主催■自然育児サークルなちゅらる・まま企画 

●問 ●申　信楽子育て支援センター 
　　　　�/� 82ー2799

健康・環境・食育を考える勉強会 
いのちがいのちをつくる 

主旨：11月1日から30日まで「全国青
少年健全育成強調月間」が展開され
ます。青少年の健全育成と青少年を
めぐる社会環境について理解と認識
を深め、青少年育成活動のより一層
の推進を図ることを目的に「滋賀県
青少年育成大会」が開催されます。 

主　催■滋賀県青少年育成県民会議 
日　時■11月11日（土） 
会　場■滋賀県立陶芸の森 
　　　　信楽産業展示館信楽ホール 
参加対象■保育園、幼稚園、小学校、

中学校、高等学校保護者・
関係者および青少年育成
団体関係者他 

日　程■ 
13：00～　開式行事・表彰 
13：55～　青少年活動の発表【1】 
　「信楽高校ミュージアム宣言」 
　滋賀県立信楽高校2年セラミック科 

洞　康子　さん 
14：20～　青少年活動の発表【2】 
　「朝宮の唄」甲賀市立朝宮小学校 
　「ござれGO－SHU！」 

　こうかサスケくらぶ　 
14：40～　大会宣言 
15：00～　講演 
「子どもの安心、安全のための取り
組みにはどのような視点が大切か」 
～犯罪心理学、臨床心理学の立場から～ 
講師　奈良女子大学教授　川上範夫氏 
16：20～　閉会 

●問　教育委員会　生涯学習課 
　　� 86ー8022　� 86ー8380

滋賀県 青少年育成大会 

　大木こだま・ひびき、河内家菊水
丸（新聞詠み河内音頭）、かつみ・
さゆり、ビッキーズ、横木ジョージ
＆レミ(マジック)、淀家萬月(漫談・
司会)の６組がお届けするお笑い寄席。 
今年も笑いの大御所が勢揃い。大い
に笑ってお楽しみください。 

日　時■11月25日（土） 
　　　　18：30開演（18：00開場） 
会　場■あいの土山文化ホール 
入場料■《前売》3,000円 
　　　　《当日》3,500円 
※全席自由、未就学児の入場はご遠
慮ください。当日午後４時から入
場整理券を配布します。 

●問　あいの土山文化ホール 
　　� 66ー1602　� 66ー1603

あいの土山寄席 
「おでかけ花月 in あいの土山」 

　芸術の秋。甲南ふれあいの館でオ
リジナルの陶器を作ってみませんか？
マグカップ程度の大きさの作品を作
りましょう。 
　参加ご希望の方は、下記までお申
し込みください。 

日　時■11月18日（土）10：00～12：00 
場　所■甲南ふれあいの館 
定　員■25名（先着順） 
受講料■500円（材料代） 

●問 ●申　甲南ふれあいの館 
　　　　�/� 86ー7551

ふれあい親子陶芸教室 

テーマ 
すべてのひとが暮らしの中の差別を見つ
め直し、人権意識を高めあいましょう 

日　時■11月19日（日）13：30～16：10 
場　所■鹿深ホール及び水口中央公民館 
内　容■ 
【全体会】13：40～14：40 
・朗読劇「モモタロー・ノ・リターン」 
　水口男女共同参画を考える会の皆さん 
・ＤＶについて考える　橋本勝美さん 
【グループトーク】14：50～16：10 
・男女共同参画とＤＶにテーマを分
　けてのグループトーク 
※託児あり、全体会では手話通訳あり。 

●問　水口中央公民館 
　　� 62ー0488 � 62ー3338

第26回 
水口ブロック女性のつどい 

かん の　　 あつし 
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催　　し 

　今回は、土や地面の下の生き物観
察です。調べる内容は、１．どんな生
き物がいるか？　２．土はどのように
できるのか？　３．どんな土なら植物
が育つか？などです。落ち葉の下を
のぞいてみましょう。落ち葉ででき
た土を使って、一両と十両の木の鉢
植えも作ります。 

日　時■11月23日（祝） 
　　　　9：00～12：00（小雨決行） 
集合・解散場所■ 
　　　　みなくち子どもの森自然館前 
対　象■中学生以上～ 
定　員■20名（先着順） 
持ち物■野外を歩く服装・くつ、筆

記用具（必要な道具はお貸
しします） 

参加費■200円（実費） 
申込期間■11月1日（水）～11月21日（火） 

●問　みなくち子どもの森自然館 
　　� 63ー6712　� 63ー0466

大人のための自然講座 
～落ち葉の下は？　　　 

　　　（土の不思議と利用）～ 

　東海道と土山宿の情報発信の場と
して親しまれてきました東海道伝馬
館は、開館５周年を迎えました。５
周年記念として体験イベントを開催
しますので、秋の１日をゆっくり土
山宿で過ごしてみませんか。 

日　時■11月19日（日）10：00～16：00 
内　容■○手作り体験 

　（飾りしめ縄・おしぼりの子犬） 
○昔の遊び体験 
　（メンコ・コマ・おじゃみ） 
○餅つき体験 
○演奏会など 

　また、企画展「東海道五十三次キ
ルト作品展」「草木染め・切り絵染
め展」も同時開催しますので皆さん
ぜひご来館ください。 

展示期間■11月12日（日）～26日（日） 
開館時間■9：00～17：00 
休館日■月曜日・火曜日 
入館料■無料 

●問　東海道伝馬館 
　　　　�/� 66ー2770

東海道伝馬館 
開館5周年記念イベント 

　１１月は以下の２つの学習会を開催
します。 

「植物で染めよう」 
日　時■11月19日（日）9：00～12：00 
集合場所■みなくち子どもの森自然

館前（解散も同じ） 
対　象■小学生以上（～大人） 
定　員■30名（先着順） 
持ち物■エプロン、筆記用具、花バ

サミ、材料費（1人500円） 

※ 染める布はこちらでシルクのマフ
ラーを用意します（布の持込みは
ご遠慮ください） 
申込締切■11月17日（金） 

「野洲川の化石」 
日　時■11月26日（日）9：00～12：00 
集合場所■みなくち子どもの森自然

館前（解散も同じ） 
対　象■小学生以上（～大人） 
定　員■30名（先着順） 
持ち物■野外用の服装・くつ・帽子、

軍手、新聞紙1日分、飲み物、
両手が使えるよう荷物は
リュックに。 

申込締切■11月24日（金） 
申込方法■19日・26日とも、参加者
全員の住所・氏名・年齢・電話番号
を下記までご連絡ください（FAX申
込は返信をもって受付です。FAX番
号を明記ください） 
　小学生のみの参加は送迎をお願い
します。 

●問　みなくち子どもの森自然館 
　　� 63ー6712　� 63ー0466

みなくち子どもの森 
　　　しぜん学習会11月 

11月11日（土）「しし座流星群を見よう」 
　しし座流星群は、毎年決まった時期
に出現する流星群と呼ばれる天文現象
の一つです。 
　流れ星に願いごとをかけると叶うと
いう話がありますが、秋はそんな方にとっ
て特別な季節かも知れません。 
　流れ星は、宇宙にただよう小さな「ち
り」が地球の大気に突入して輝くもので、
彗星の尾の残骸が地球に降り注ぐと大
量に出現します。願いごとをたくさん
用意して夜空を見上げてみませんか。 

時　間■19：30～21：30 
場　所■かふか生涯学習館 
受　付■下記までお電話ください。 

●問 ●申　かふか生涯学習館 
　　� 88ー4100　� 88ー5055

天  体  観  望  会 

　甲賀流忍者が修行の場として駆け
巡った晩秋の山野を駆け抜けてみま
せんか？ 

日　時■11月12日（日） 
　　　　8：30～10：30　受付 
会　場■甲南中央運動公園サッカー
　　　　グラウンド及び周辺 
当日申込が可能な種目■ 
種目：「グループラン」2km 
　　　スタート　11：10 
対象：小学1年生以上の方（1組2
　　　人から5人まで） 
※小学３年生以下が参加される場
　合は保護者の同伴が必要です。 
参加料： 
　　1人（2人から3人まで）　　　　
　　　　　　　　　　　300円 
　　1グループ（4人）　1,000円 
　　1グループ（5人）　1,200円 
　　　　　　（定員200組まで） 
種目：「みんなで楽しく歩こう」 2km 
　　　スタート　11：20 
対象：どなたでも参加できます。 
※事前および当日申込を合わせて
　先着８００名までの参加となります。 
参加料：1人　300円 
　　　　（定員800名まで） 
参加賞：おにぎり 
　　　　「忍者鍋」無料サービス 
　　　　模擬店あり 

●問　忍者の里スーパークロス大会事務局 
　　（甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター） 
　　� 86ー6971　� 86ー6984

第２７回忍者の里 
スーパークロスin甲南 

　現在市内には２５０件余の指定文化
財があり、県内有数の文化財所在地
域となっています。今回は、そのな
かから絵画や書跡を中心とした美術
資料をご紹介します。絵や文字で表
現された祈りのかたちをぜひご鑑賞
ください。 

期　間■11月26日（日）まで 
会　場■土山歴史民俗資料館第2展示室 
開館時間■10：00～18：00 
休館日■月曜日・火曜日・11月5日 
入館料■無料 

●問　土山歴史民俗資料館 
　　� 66ー1056　� 66ー1067

秋季企画展『甲賀を繙く 
－甲賀市の文化財絵画・書跡編－』 

ひもと 
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情 報 の ま ど 

お知らせ 

　１日社会保険相談所の開設日は次の
とおりです。 

日　時■11月8日（水）・21日（火） 
（予約制になっていますので、
事前に草津社会保険事務所
へ申し込みをお願いします。） 

場　所■水口社会福祉センター2階　
中会議室 

持ち物■年金手帳・年金証書・雇用
保険証または受給者証・過
去に勤務した会社等の職歴
メモ・認印 

●問 　草津社会保険事務所 
　　� 077ー567ー1311 
　　� 077ー567ー1383（予約専用） 
　　� 077ー562ー9638 
　　 市役所保険年金課 
　　� 65ー0688　� 63ー4582 
　　（市役所では予約申込みできません） 

11月の1日社会保険相談所 

　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。 
　解雇、賃金、年金、保険など労働に関す
るあらゆる相談をお受けします。 

日　時■11月8日（水）14：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター2階 
　　　　（水口税務署北隣） 
受　付■電話予約（先着4名） 
※予約なしにお越しいただいても結
構ですが、予約のある方を優先し
ます。 

●問 ●申　商工観光課 
　　� 65ー0710　� 63ー4087

労働相談窓口の開設 

日　時■11月16日（木）13：00～16：00 
場　所■信楽開発センター 
　　　※１１月２日（木）８：３０から予約受付 

日　時■11月30日（木）13：00～16：00 
場　所■水口社会福祉センター 
　　　※１１月１６日（木）８：３０から予約受付 
定　員■6名（1人30分） 
申込方法■相談は予約制です 
※相談日の２週間前から電話・来所
　により先着順です。 
予約先■甲賀市社会福祉協議会 
　　　　（水口社会福祉センター2階） 
予約電話■62ー8085 
相談員■滋賀県弁護士会所属の弁護士 
※相談は無料で秘密は厳守します。 

●問 　甲賀市社会福祉協議会 
　　� 62ー8085　� 63ー2021 
 　　社会福祉課 
　　� 65ー0700　� 63ー4085

法  律  相  談 

平成18年度に未加入の方の申し込みを
随時受け付けています。 

年間掛金■1人につき500円 
共済期間■加入日の翌日 

～平成19年3月31日 
申込方法■申込書をお持ちの方は必要
事項を記入し、共済掛金を添えて下
記の金融機関または市役所各支所で
お申し込みください。申込書をお持
ちでない方は市役所各支所に申込書
を備え付けています。 
市内金融機関■滋賀銀行、びわこ銀行、
滋賀県信用組合、甲賀郡農業協同組合、
湖東信用金庫、滋賀県民信用組合、近
畿労働金庫 
※その他加入に関しては下記までお
問い合わせください。 

●問　市民生活課　生活交通係 
　　� 65－0686　� 63－4582 
 

忘れていませんか？ 
交通災害共済 

11月12日～25日は「女性に対する
暴力をなくす運動」期間です 

　１１月１２日（日）から２５日（土）は、ド
メスティック・バイオレンス（ＤＶ、
配偶者等からの暴力）をはじめ、性
犯罪、売買春、セクシュアル・ハラ
スメント、ストーカー行為など、女
性に対する暴力を防止するための運
動期間です。 
　あらゆる暴力は、どのような理由
があっても、たとえ親しい間柄であっ
ても、決して許されるものではあり
ません。この機会に、女性への暴力
に対する意識を見直し、暴力のない
社会づくりを進めましょう。 
　市では『甲賀市男女の悩みごと相
談窓口』を設置して、専任の女性相
談員が応じています。ＤＶや男女間
のトラブル、家庭や地域、職場での
人間関係など、悩みや不安を抱えて
お困りの方は、一人で悩まずお気軽
にお電話ください。 
　相談は無料で、個人のプライバシー
は堅く守られます。 
　開設は毎週月・水・金曜日、午前
９時～午後４時までです。 

●問 　人権政策課男女共同参画係 
　　� 65ー0695　� 63ー4087 
　　※相談専用ダイヤル　� 65ー0751

一人で悩まないで相談を… 

募　　集 

受付期間■11月1日（水）～15日（水） 
　　　　　（土・日・祝を除く9：00～17：00） 
使用開始日■12月1日（金） 

　●甲賀駅南駐車場　　3　区画 
　●油日駅前駐車場　　8　区画 

※申込者多数の場合は抽選となります。 

●問　市民生活課　生活交通係 
　　� 65ー0686　� 63ー4582

市営駐車場の利用者募集 

毎月第3火曜日　19：00～21：00 
毎月第3土曜日　　9：30～11：30 
どちらか都合の良い日で受講ください。 

受講料：500円（事前申込必要です。） 

日　時■11月18日（土）9：30～11：30 
　　　　　 21日（火）19：00～21：00 

一般開放日のお知らせ 
　第3日曜日は無料で下記の施設を開
放しています。 
日　時■11月19日（日）9：00～21：00 
施　設■甲南B＆G海洋センター1F・2F体育館 

『ちょっとスポーツ』のおさそい 

“いつ” 
　毎月第1･3金曜日 10：00～11：30 
“どこで” 
　甲南B&G海洋センター１F体育館 
“だれでも” 
　一人でも楽しめます(スタッフと一緒に・・) 

日　時■11月3、17日（金） 
　　　　10：00～11：30 
参加料■100円／回 
内　容■バドミントン、卓球、ウォー
　　　　キングなどの軽スポーツ 

●問 　甲南B＆G海洋センター 
　　� 86ー6971　� 86ー6984

甲南中央運動公園 
　　　トレーニングハウス 
　　　初回使用者講習会 
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レンガ造りのトンネル 
JR草津線 

（水口町虫生野） 

　今月号で紹介したミュージカル
「甲賀のさすけ」。5つのまちの
垣根を取り払うとともに、市民も
まちづくりに参画しようと市民有
志がひとつになってすばらしい
ミュージカルを完成されました。 
　まちづくりは行政の力だけではどうすることもで

きません。やはりこうした市民の方々の参画があっ

てこそ甲賀市はさらなる発展をしていくものだと思

います。取材を通して演技される方々のまちづくり

への熱い思いが伝わってくるとともに、5つのまち

の垣根を取り払う力は私たち一人ひとりの心の中に

あるものだと感じました。 

　私たちの住むまちです。みんなが一緒により良い

甲賀市を創りあげていきましょう。○や 
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